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取巧説明書 


ヤマノ 、 DSP AV アンプ DSP - AX 目4日をお買 
い上げいただきまして、まことにありがとう 
ございます。 

■本機の優れた性能を十分に発揮させると 
共に、永年支障な< お使いいただ< ため 
に、ご使用前にこの取扱説明書と保証書 
をよ<お読みください。お読みになった 
あとは、保証書と共に大切に保管し、必 
要に応じてご利用くださし、。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」な 
どの記入を必ず確かめ、販売店からお受 
け取りください。 


保証書別ミ就ゴ 
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音楽を楽しむエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては大変気に 
なるものです。隣近所への配慮を充分にし 
ましよラ。静かな夜間にはルさな音でもよ 
く通り、特に低音は床や壁などを伝わりや 
すく、思わ姑ところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量 
をむがけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一 
つの方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いにむを配 
り快適な生活環境を守りましよラ。 



♦ こぶ'-は操作上のアドバイスなど補足的な説明です。 
♦ 本取扱説明書は製品開発に先びけ印刷されておりま 
す。その後、操作性の向上その他の理由により、製 
品仕様の一部び変更となることびあります。その場 
合は製品自体の仕様び優先されます。 

♦説明の便宜上、文中のイラスト等び実隙の製品と異 
なる場合びあります。 


1 ■ 音声や映像を I 音場プ□グラムを— 使用環境に ■ リモコンを ■ 

準備ずる ■ 楽しむ ■使いこなず ■あわせて謹ずる■使いこなず ■その他の情報 
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ま全上のごを意(ま全に正しくお使いいただくために) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財産への損 
害を未然に防止するために、いろいろな給表示をしていまず。内容をよく理解してから本艾をお読みください。 


この r ま全上のごを意」に書かれている巧客には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。 


給表示の例 




A 気をつけなければな5ない内容を 


してはいけない行為を表していま M 

>必ずしなければならない行為を表 

/、表しています。 

¢9 

す。 1 

B していまず。 

たとえば成は「感電注意」をおし 

たとえば®は「分解禁止」を示し 、 

' たとえば をは r 電源プラグをコン 

ています。 


ています。 

セントから抜くこと」を示してい 




ます。 


Ai 

；^の亲示ホ化ネ目| ,て題った职巧いをずる木人わ'巧 F 广または軍傷を有うな能性が巧をホ 

¢3 れる巧容を示していまず。 

运 

プラグを抜く 

下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか5抜く。 

. 異常なにおいや音びする。.煙び出る。 

-内部に水や異物が混入した。 

そのまま使用すると、火災や感電の原因とな0ます。 

を 

電源コードを傷つけない。 

-重いものを上に載せない。 -ステープルで止奴ない。 -加工をしない。 

•熱器具には近づけない。 •無理な力を加えない。 

芯線びむさ出しのまま使用すると、火災や感電の原因とな0ます。 

水め。禁止 

本機を下記の場所には設置しない。 

-お室•台所•海岸•水辺 -加湿器を過度にさかせた部屋 

•雨や雪、水びかかるところ 

水滴の混入により火災や感電の原因とな0ます。 

接触禁止 

雷がなりはじめた5アンテナや電源プラグには触れない。 

感電の原因となります。 

分解禁止 

分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

火災や感電の原因となります。 

修理•調整は販売店にご依頼ください。 

を 

放熱のため本機を設置ずる際には： 

-巧やテーブルク□スをかけない。 -じゅラたん•カー ぺッ トの上には設置しない。 

-あおむけや横倒しには設置しない。-通気性の悪い狭いところへは巧し込まない。 

本機の内部に熱びこちり火災の原因とな0ます。 
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本機の AC アウトレットに、指定された供給電力を超えた機器を接続しな 
い。また、供給電力内であっても電熱器 • ドライヤー•電子調理器等は接続し 
ない。 

火災の原因となります。 


電池を充電しない。 

電池の破裂や液ちれにより乂がやけびの原因となります。 


電池か日られ出た液には直接触れない。 

液び目や□に入ったり、巧層についたりした場合はすぐに水で巧い流し、臣師に相談し 
て < ださい。 


本機を落としたり、本機び破損した場合には、必ず販売店に点検を依頼して 
<ださい。 

そのまま使用すると火災や感電の原因となります。 


必ず AC 10 0 V (己 0/60 HZ ) の電源電圧で使用する。 

それ 1；( 外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因とな D ます。 


電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。 

ほこ D びにまったまま使用を続けるとプラグびシヨートして火災や感電の原因となり 
ます。 


本機にものを入れたり、落としたりしなし、。 

火災や感電の原因となります。 


本機の上には、巧瓶•植木鉢•コップ•化粧品•塞品•□ウソクなどを置かない。 

•水や異物び中に入ると、火災や感電の原因とな D ます。 

•接触面び経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因とな D ます。 


on この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こまたは重傷を負ラ可能性び想定さ 

E 3 れる内容を示していまず。 


則&啡か I か I か謹&趾 S 亂 







ま全上のご注意 


ysv この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性び想定される内容お 

^ 1 \ / iXisl よび物的損傷のみの発生び想定される内容を示しています。 


を 

不安定な場所や振動ずる場所には設置しない。 

本機び落下や転倒してけびの原因となることびありまず。 


直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所(暖房機のそばなど）に 
は設置しない。 

本機の外装び変形したり巧部回路に悪影響び生じて、火災の原因となることびありま 
ず。 

〇 

必ず行ラ 

再生を始める前には、音量(ボリューム)を最ルにずる。 

突然大さな音び出て聴力障書等の原因となることがあ0ます。 

處 

プラグを抜く 

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントか5抜く。 

火災や感電の原因となることびあります。 

接触禁止 

めれた手で電源プラグを抜き差ししない。 

感電の原因となることびあります。 


電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱ5ない。 

コードび傷つき、火災や感電の原因となることびあります。 

處 

プラグを抜く 

移動をずるときには、本機(または接続機の電源スイッチを切り、ずべて 
の接続を外ず。 

•機器び落下や転倒してけがの原因となることがあ0ます。 

-コードび傷つき火災や感電の原因となることがあ0ます。 

を 

長時間音が歪んだげ態で使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因となることがありまず。 

を 

大きな音で長時間へッドホンを使巧しない。 

聴力障書の原因となることびあります。 
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ま全上のごを意 


〇 

必ず行ラ 

電池は極性表示(プラス®とマイナス©)に従って、正しく入れる。 

間違えると破裂や液ちれにより火災やけびの原因となることびあります。 

を 

指定 J が小 D 電池は使用しない。また種類の異なる霞也や新しい暫也と古い電 
池をいっしょに混ぜて使用しない。 

破裂や液もれにより火災やけびの原因となることびあ D ます。 

を 

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに入れて携帯、保管しな 
い。 

電池びショートし破裂や液われにより火災やけがの原因となることびあります。 

を 

電池を加熱•分解したり、乂や水の中へ入れない。 

破裂や液ちれにより火災やけびの原因となることがあ0ます。 

を 

ほこりや湿気のをい場所に設置しない。 

ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因となることびあります。 

處 

プラグを抜く 

手入れをずるときには、必ず電源プラグを抜いて巧う。 

感電の原因となることがあ0ます。 

A 

ミ主意 

本機はデジタ j レ信号を扱います。他の電気製品に障喜をあたえるおそれがあ 
ります。 

それ6の製品とはでさるだけ離して設置してください。 

〇 

必ず行ラ 

電源プラグはコンセントに根もとまで確実に差し込む。 

差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグにほこりび堆積して発熱や火災 
の原因となることびあります。 

0 

電源プラグを差し込んだときゆるみがあるコンセントは使用しない。 

感電や発熱•火災の原因となることびあります。 


禁止 


/A この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性び想定される内容お 

/1 \ よび物的臟のみの発生び游される離をおしてしほす。 






ま全上のご注意 


ち5^ この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負う可能性び想定される内容お 

/1 \ よび猶臟のみの発をがザ骗：される1^錦7^^しています。 

A 

注意 

環境温度が急激に劉ヒしたとき、本機に結露が発生ずることがありまず。 

正常に動作しないときには、電源を入れたまましばらく放置してください。 

を 

ベンジン•シンナー•合成洗剤等で夕懐をふかない。また接点復活剤を使用し 
ない。 

外装び傷んだ0、部品び溶解することびあります。 

〇 

必ず行ラ 

屋列アンテナエ事には、技術と搔験が必要です。販売店にご依頼ください。 

A 

年に一度く5いは内部の掃除を販売店にご依頼ください。 

ほこりびたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることびあります。 

ま意 

〇 

必ず行う 

重いので、開姻や持ち運びは必ず2人政上で巧う。 

けがの原因となることがあ0ます。 


本機の電源を切ってを（電源コードをコンセントから抜 
いた状態)、選択した入カソース、音量、セツトメニュー 
の設定、プリセツトされた放送局などは本機に記憶さ 
れています。ただし、電源を切った状態が1週間!;(上続 
くと、記憶内容び消去されることびあります。 


口。。 Y」 


ドルビーラボラト U —ズか5の実施権により製造されてい 
まず。「ドルビー」、 「 PR 日 L 日 G に」およびダブル□記号 □□ 
は、ドルビーラボラトリーズの商標です。 


DTS 、 DTS-ES Extended Suit 日 und および Ne 日:6はデジ 
タルシアターシステムズの登録商標です。 


AAC □ゴマーク厚はドルビーラボラト U —ズの商標です。 
下はパテントナンバーです。 


08/937,9已〇 
5848391 
5,291.557 
5,451,954 
已400 433 
5,222,189 
日,3巳7,日目4 
5 752 22日 
日,394,473 
5,583,962 
己,274.740 


已,633ぶ 8] 

巳297 236 

4,914,701 

巳,23日, 67] 

07/640,550 

己巳79,43日 

08/678,666 

98/03037 

97/02875 

97/02874 

98/03036 


已,22ス788 
5,285,498 
5,481,614 
日,關2,日84 
日,781,888 
08/039,478 
08/21 1,547 
日,703,999 
08/557,046 
08/894,844 
日,299.238 


己299,239 
巳,299,24日 
巳,197,087 
5,490,170 
巳,264,84日 
己268,68巳 
5,375,189 
5,581,654 
日日-183,988 
5,548,574 
08/506729 
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本機の特長 


〇 〇 

國國 0 -Q 


〇 〇 〇曰 
0 0 0 0 
〇 〇 〇 □ 



□己 



同個されている付属品を確認してください。 

1」モコン 単4乾電池 (4 本） 



簡易接続ガイド 


AM ループアンテナ 


FM 簡易アンテナ 




高音質ノ \イパワー色チャンネルアンプを搭載 

♦定格出力 

(目0、2日 Hz 〜2日 kHz ' 歪率日.日目。/。） 

イン L / R チヤンネル： 8己 W + 8己 W 

センターチヤンネル： 8己 W 

U ア L / R チヤンネル： 8己 W + 8己 W 

U アセンターチヤンネル： 8己 W 

r シネマ DSP エンジン」内蔵のマルチモード DSP 

♦ ドルビープ n □ジックデコーダー 
/ドルビー プ □[ □ジック II デコーダー 
♦ ドルビーデジタルデコーダー 
/ドルビーデジタル EX デ〕ーダー 

♦ DTS デコーダー 

/ DTS-ES マト U クス日.1 、 ディスクリート日.1デ 
コーダー /DTS Neo ; 目デコーダー 

♦ AAC デコーダー 

♦ シネマ DSP ; ヤマ八が誇る DSP と、ドルビープ □ 
□ジックやドルビーデジタル、 DTS (デジタルシ 
アターシステムズ)、 AAC (アドバンストオーディ 
オコーディング)の融合 

♦ かないスピーカーでちマルチチャンネル再生を 
仮想的に再現でさるバーチャルシネマ DSP 機能 
♦ へッドホン使用時でち音場効果を体感できるヴ 
イレントシアター機能 


高機能 FM/AM ステレオチユーナ ー 

♦ 40局まで登録可能なプ U セット選局 
♦オートプ U セット選局 

♦ プ U セットされた放送局のエディット機能内蔵 

AV アンプにふさねしいを機能構成 

♦ 9日- kHz /24 -bit D / A コンパーター 

♦ 音場効果を最大限に引き出すための設定ができ 
るセツト><こユー 

♦ 複数のスピーカーの音量バランス調節を容易に 
するテストトーン 

♦ DVD オーディオやその他のデコーダーにも対応 
でさる日 CH INPUT な品子 

♦ 日 PT に AL (光)デジタル入出力端子と COAXIAL 
(同軸)デジタル入力端子 
♦ス I 」ープタイマー 

♦ 一力ーコード設定機能付リモコン 
♦ S ビデオ入出力端子 

♦ D 4 ビデオ入出力端子 

♦ ビデオ信号変換機能: S ビデオ A ビデオ（コンポ 
ジットビデオ） 


付属品を確認する 



黒の墓の環 一 

智思環 
is をの 
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各部のち觀とはた 6 き 
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〇 STANDBY / 日 N スイッチ 

本機の電源の入/待機(スタンバイ）を切り誓えます。 

なお、電源を入れて数秒間は音び出ません。 

スタンバイモード中は、 U モコンか5の赤が線信号を受信 
するために、少量なび5電力を消費します。 


〇 TUNING M 0 DE ( AUT 0/ MAN ’ L MONO ) キー 

手動(マニュアル)選局または自動(オート)選局を選びます。 
自動選局する場含は、このキーを巧して AUT 日インジケー 
ターを点巧させます。手動選局する場合は、 AUTO インジ 
ケーターを消します (34 ページ)。 


0 INPUT MODE キー 

同じ機器をデジタル/アナ□グ両方の入力端子に接続してい 
る場合に、入力信号の優先順位を設定でさます （33 ペー 
ジ)。 

e INPUT セレクター 

再生したい入カソースを選びます （31 ページ)。 

チャンネルインプット 

0 6 CH INPUT キー 

6 CH INPUT 端テに入力されている信号を選びます。 
INPUT セレクターや U モコンの入力選択キーで選んだ入力 
ソースよりを優先されます （3 ] ページ)。 

e リモコン受光窓 

U モコンか5の信号を受信します。 

©ディスプレイ 

プ□グラムの名称や、設定値などを表示します （14 ペー 
ジ)。 


© preset / tun 1 ng ( edit )+- 

選局するときに、あ5かじ奴登録（プリセット）した局か5 
選ぶか、または周波数か5選局するのかを切り誓えます。 
また、登録した局の入れ醬えちこのキーで行います （37 
ページ)。 

エフエムエイエム 

〇 FM/AM キー 

FM 放送、 AM 放送受信を切り誓えます。 

⑩ MEMORY ( M マふ’ L / aDYo ェみ/！)キ— 

受信した放送局を登録(プ U セット）します。3砂上巧す 
と、オートプ U セット機能を利用でさます （3 已、3目ペー 
ジ)。 

の V 日 LUME コント□—ル 

本機の音量を調節します。 

録音用の日 UT ( REC ) 端テの音量には影響しません。 
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各卽の名称とはたらき 


® PHONES 端モ 

ヘッドホンを接続します。ヘッドホンを接続すると、すべ 
てのスピーカーか5音び出ませんので、深夜に音声を楽し 
まれる際は、へッドホンをお使いくださるよラお勧めしま 
す。ヘッドホン接続時は、サイレントシアターで音声を楽 
しめます (43 ページ)。 

® SPEAKERS A/B スイッチ 

音声を出力するメインスピーカーの系統 ( A と B ) を選びます 
(31 ぺージ)。 

の StI も日 / E 菲 f ^ T キー 

ステ レオ音声 (2 チャンネル） と音場効果を加えた音声を切 
り誓えます。 

STERE 日を選択すると、音場効果を加えない音声むけイン 
L/R スピーカーから 出力されます (43 ページ)。 

® PROGRAM づ/杉 キー 

音場プ n グラムを選びます (40 ページ)。 

⑩ A/B/C/D/E キー 

FM / AM 放送を聴くときに、プ U セットグループ ( A 、 巨、 C 、 
□、 E ) を選びます。 

N ネ i みキ_ 

入力が TUNER 政外のとを、セットメニューを呼び出しま 
す。 

の PRESET/TUMNG </〇 キ_ 

聴く放送局を選択します。1 一8の登録(プリセット）した局 
か5選ぶか、周波数で選局してください(34、37ページ)。 

逍 r mInu +/- キ — 

入力び TUNER 政外のとを、セットメニューの設定に使巧 
します。 

⑩V を IS— ぶ及端モ 

ゲーム機やビデオカ^ラレコーダーなどを接続する予備入 
力端テでず。 

この端子か 5 信号を入力する場合には、 INPUT セレク 
ター、または U モコンの入力選おキーにて rv - Aux 」 を選ん 
で < ださい。 


⑩ BASS (低域)コント□-ル 

方イン L / R チャンネルの音声の低音域を調節します。ち 
(+) に回すと低音域び強調され、左（一）に回すと減衰しま 
す。 

⑩ TREBLE (高域） コン ト□-ル 

方イン L / R チャンネルの音声の高音域を調節します。ち 
(十）に回すと高音域び強調され、左（一）に回すと減衰しま 
す。 


ごを意 


トーンコント□ールにより、メインチヤンネルを極端にプー 
スト(増強)、またはカット(減衰）した場合、イン L / R とセ 
ンター、 U ア（エフェクト）スピーカーの間で、音のつながり 
び悪くなることがあります。 


背面については 16 ページを参照してくださし、。 


はじめに 
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备部の名称とはたちき 


リモコン _ 

複数の名称、シンボルびついているキーについては黄色で 
書かれた本機操作用の機能について説明します。緑と白で 
書かれた機能については選んだ機器で異なります(日已ペー 
ジ）。 


〇赤が線送信部 

リモコン操作用の赤外線信号を送信します （ 1日ページ)。 

0 CODE を T ボタン 

力ーコードを設定するときに押します(目4ぺージ)。 

© AV POWER キー 

入力選択キーで選んだ機器の;一力一つードび設定されて 
いる場合、その機器の電源を入/切します(日已ページ)。 

OTV POWER +- 

メーカーコードを設定したテレビ(モニター)の電源を入/切 
します(目已ページ)。 

e 入力選択 キー 

再生したい入カソースを選びます (31 ページ)。入カソース 
にあわせて、 U モコンの機能を切0誓わります。 

© テレビ操作 キー 

メーカーコードを設定したテレビ(モニター)の操作を行い 
ます(目已ぺージ)。 

0 音場プ□グラム キー 

音場プ□グラムを選びます (4 日ページ)。 

プリ セット 番号 キー 

入力選択キーで TUNER を選択している場合、] 一8の登録 
(プ IJ セツ ト)局番号を直接選おします。 


©- 


イ RETURN 1 


[display I 


[ 〇 I I <w ] 〔口 > I [audio] 

DISC SKIP 

い □ I I NOC] j I j 〔。 I 


L 


©YAMAHA 


© N に HT キー 

夜間など、ル音量で音声を楽しむとさに押します (32 ペー 
ジ)。 

〇 LE レ0ち L キー 

各スピーカー(ゾイン L / R 、 センター、 U ア L / R 、 U アセン 
ター、サブウーファー）レベルの調節モードに入ります。 

⑩ TEST キー 

テスト!ンを出力します （3 日、日3ページ)。 

のオペレーションセクション 

入力選択キーで選んだ機器の;一力一つードび設定されて 
いる場含、その機器の基本操作を行います(目已ページ)。 

⑩ TRANSMIT インジケーター 

U モコン操作用のホが線信号を送信しているときに、点灯' 
します。 

⑩ STANDBY +- 

本機の電源をスタンバイ（待機状態)にします。 


の巧の带の带 
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各卽の名称とはたらき 


の SYSTEM POWER キー 

本磯の電源を入れます。 

® SLEEP キー 

ス U —プタイマーを設定します （39 ページ)。 

⑩誌ななあ卜巧- 

6 CH INPUT 端子に入力されている信号を選びます。本体 
の INPUT セレクターや U モコンの入力選択キーで選んだ入 
カソースよりも優先されます （3 1ぺージ)。 

の AMP キー 

リモコンの機能を本機の操作用に切 0 誓えます。 

⑩★★キー 

リモコンの機能を ★★キーに設定した機器の操作用に切り 
誓えます(目3ページ)。 

⑩ VOLUME +/- キー 

本磯の音量を調節します。 

録音用の日 UT ( REC ) 端子の音量には影響しません。 

⑩ MUTE キー 

音量を下げます。音量を下げている間は、ディスプレイの 
MUTE インジケーターび点滅します。 

もう1度押すと、元の音量に戻ります (32 ページ)。 

ゆ 6.1/ 已 .1 キー 

ドルビーデジタルや DTS などの巳.]チャンネルソフトを 
目.]チャンネルで再生するとをに押します (41 ページ)。 

@ StI も日 / E 菲 f ^ T キー 

ステ レオ音声 (2 チャンネル） と音場効果を加えた音声を切 
り誓えます。 STERE 日を選択すると、音場効果を加えない 
音声び;< イン L/R スピーカーから 出力されます （43 ペー 
ジ)。 

® SET M メ i な J 丰一 

セットメニューモードを選択します。 

A/B/C/D/E キー 

入力選択キーで TUNER を選択している場を、プリセット 
グループ ( A 、 巨、 C 、 D 、 E ) を選びます (37 ページ)。 

© 力ーソルキ ー ( へ/ V /く/ >) 

セット^ニューや音場プ□グラムのパラ^-ターの選が/設 
定に使います。 

プリセット チャンネル 

PRESET/CH キー 

入力選択キーで TUNER を選択した場含、 1-8 の登録(プ 
リセット)局番号を選択します (37 ぺージ)。 


はじめに 
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备部の名称とはたらき 


ディスプレイ 


〇 


0 


0 


e 


0 


dts ES 

MATRIX DISCRETE 
〔□□ DIGITAL 


VCR2/DVR 
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VCR1, , V-AUX. ,D-TV/CBL, ^ 

1RTUAL rNIGHT , - 

■silent 4a B# HiFi DSP[ciNEMAT2a 


DVD 


MD/CD-R, TUNER 


-STEREO AUTO 
TUNED MEMORY 


CD 
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WULUIVIt I 

Mlllll 11111111 


ft 

dBi 


•DUAL 

画 


旦回回 

西困画 
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0 ホをを 
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〇デコーダーインジケーター 

本機内蔵のデコーダーび作動中に、それぞれのインジケー 
ターび点灯します。 

0 V 旧 TUAL インジケーター 

ノ（ーチャルシネマ DSP 時に点なします。 

© へッドホンインジケーター 

PH 日 NES 端テにへッドホンを接続すると点灯します。 

〇入カソースインジケーター 

現在のソース表示下部に . - . び点灯します。 


⑩ N に HT インジケーター 

ナイト U スニングモード時に点灯します。 

⑩ HiFi DSP インジケーター 

Hi - 円 DSP 音場プ□グラム選択時に点なします。 

⑩ CINEMA DSP インジケーター 

CINEMA DSP 音場プ□グラム選択時に点灯します。 

⑩マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

音場プ□グラム名や各種設定値、放送局の周波数やプ U 
セツト番号を表示します。 


© 音場インジケーター 

DSP 音場プ□グラム使用時に、どのよラな音場処理をして 
いるかを表おします。 

© AUTO インジケーター 

チューナーをオー 卜選局にすると点灯します。 


⑩ STEREO インジケーター 

AUTO 表示び点なしているときに、電波の強い FM ステレ 
才放送を受信すると点なします。 

の TUNED インジケーター 

FM / AM 放送び受信されたときに点灯します。 


〇 MUTE インジケーター 

MUTE キーを巧して、音量を下げている間点滅します。 

© V 日 LUME インジケーター 

現在の音量を表示します。音量び大さ<なるにつれてち側 
にインジケーターび増えていさます。 

© PCM インジケーター 

PCM 信号再生時に点灯します。 

⑩ SILENT インジケーター 

サイレントシアター時に点灯します。 

の SP A / B インジケーター 

SPEAKERS A / B スイツチ （3 1ぺージ)で選んだメインス 
ピーカーを表示します。 


⑩ MEMORY インジケーター 

放送局を登録(プ U セツト）するときに点滅します。 

⑩ SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマーの作動中に点灯します。 

⑩ DUAL インジケーター 

ドルビーデジタル、 DTS および AAC の DUAL M 日 N 日また 
は MULTI M 日 N 0など、音声を重モノラルのデジタル信号 
入力時に点灯します。 

ゆ LFi ^ ンジケーター 

入力信号に LFE び含まれているとさに点灯します。 

@入力信号チヤンネルインジケーター 

再生ソースのデジタル信号に含まれる、音声チャンネルに 
対応したインジケーターび点灯します。 
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■ リモコンに電池を入れる 


リモコンを準備する 



ET リモコンの裏ぶたので^マークを}甲しなが！5、電池力 

バーを取りはずず。 

0" 付属の単4乾電池 (4 本)を、 U モコンの電池ケース巧の 

表示にあわせて、プラス （+) とマイナス （一) の向走を間 
違えないよラに、正し < 入れる。 

0" 裏ぶたを閉じる。 

■ リモコンの乾電池についてのごを意 

• 消耗した乾電池は早めに交換してください。 

• 新しい乾電池と、1度使用した乾電池を混ぜて使用しな 
いで < ださし、。 

• 種類の異なる乾電池（アルカ IJ とマンガンなど）をミ昆だて 
使用しないでください。同じあ巧でち性能の異なるちの 
びありまず。 

■ 乾電池が消耗したときは、交換してくだ 
さい 

乾電池び消耗ずると、 I 」モコンを操作でさる距離び極端に 
短くなったり、キーを巧してちインジケーターび点打しな 
くなったりします。このような場合は、すべて新しい乾電 
巧に交換してください。 


ごま意 


乾電池が液漏れした場合は、液に触れないよラ注意して破 
案してください。液び目や□に入ったり、皮膚についたりし 
た場含はすぐに水で洗い流し、医師に相談してください。新 
しい乾電池を入れる前に電池ケース内をきれいにふいてく 
ださい。 

電池をがしたまましばらく （2 分政上)放置したり、消耗し 
た乾電池を U モコンにそのまま入れておくと、リモコンに 
設定したメーカーコードなどのメモ1」一内容が消えてしま 
ラことびあります。このよラな場合は、乾電池を新しいもの 
に交換して、メーカーコードを設定してください。 


■ リモコンの使用節囲 



リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本体の受 
光部に向けて正しく操作してください。 

■ リモコンの取り扱いについてのごま意 

-水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。 

. U モコンを落とさないでください。 

-下記のよラな場所には置かないよう、ごま意ください。 
ース I -ーブのそばや風呂場など、温度•湿度の高いとこ 
ろ。 

-ほこりのをいところ。 

-極端に寒いところ。 


準備ずる 
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ち続する 


■接続に関しての注意 

-接続する前に、本機および接続する機器の電源コードが 
AC コンセントに接続されていないことを確認してくださ 
い。 

•もチャンネル （ R )、 左チャンネル （ L )、 入力 （ IN )、 出力 
(日 UT ) などを確認して正しく接続してください。接続す 
る機器によっては接続ちまや端テの名前び異なることび 
あ0ます。接続する機器の取扱説明書わあわせてご覧く 
ださい。 

• 端子名は入力選択キーに対応しています。 


■ デジタル端子の接続 

本機は、同軸ケーブルや光ファイバーケーブル経由で、デ 
ジタル信号を直接伝送でさるデジタル端テ (C 日 AXIAL また 
は 日 PT に AL ) を装備しています。デジタル端テは PCM 、 ド 
ルビーデジタル、 DTS 、 AAC 兼用でず 。 C 日 AXIAL 端テと 
日 PT に AL 端テか5同時にデジタル信号び入力されると、 
COAXIAL 端テか5の入力信号を優先します。 本 機のデジ 
タル入力端テは、ヴンプ U ング周波数 32 kHz の衛星放送 A 
モードから CD や MD ディスクの 44.1 kHz 、 衛星放送 B モー 
ドと DVD ディスクの 48 kHz に対応しています。また、 
DVD ディスクの9目 kHz にも対応しています。 


ごを意 


本磯のデジタル信号回路とアナ□グ信号回路は独立してい 
るため、アナ□グ入力信号はアナ□グ出力端子か5、デジタ 
ル入力信号はデジタル出力端子か6のみ出力されます。 

本機の OPT に AL 端テは、 EIAJ 規格に基づいて設計されて 
います。 EIAJ 規格を満たさない光ファイバーケープルを使 
用すると、正常に動作しないことがあります。 


デジタル入力端子 
に〇〜23ベージ) 



に〇〜23ベージ) 


※工場検査用端子ですので、ご使用になれません。 
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接続ずる 


スピーカーを 準備ずる 


■ 本機は6スピーカーシステムに対応して 
います 

本機はメイン L / R スピーカー(2本)、センタースピーカー 
(1 本）、 U アセンタースピーカー(1本)、リア L / R スピー 
力一 (2 本) の目スピーカーシステムを使って最良の音場効果 
び得5れるよラ設計されています。 

メイン L / R スピーカーは;<インチヤンネルの音声（ステレ 
才音声)と効果音を出力し、リア L / R スピーカーはヴラウ 
ンドと効果音、 U アセンタースピーカーはサラウンド、セ 
ンタースピーカーは尝話やボーカルなど画面中央に定位す 
る音を出力します。 

本機と接続ずるスピーカーを選ぶポイント 

•各スピーカーの再生音色び異なると、移動する人物の声 
など(音色)び不自然に変化することびあります。できる 
だけ、メーカーや音色の揃ったスピーカーの使用をおす 
すめします。 

. 同ーメーカーび同じ時期に販売しているシ U —ズのス 
ピーカーで、スピーカーシステムを揃えることをおずす 
めします。 

ヴブウーファーで低音域の音響効果を向上できまず 

別売りのサブウーファーをご使用になると、さ5に音響効 
果を向上させることびでをます。サブウーファーは低音を 
強調するだけでなく、ドルビーデジタルや DTS 、 AAC に含 
まれる LFE 信号を正確に再現することがでさます。 

スピーカーは 防磁型 スピーカーを お使いください 

防磁型(がのスピーカーを使用すると、テレビ(モニター） 
に映る映像び乱れることがあります。特に画面おくに設置 
する必要のあるセンタースピーカーやサブウーファーには、 
防磁型スピーカーのご使用をおすすめします。 

防磁型スピーカーをお使いの場をでちテレビ(モニター)の 
映像び乱れるとさは、スピーカーをテレビ(モニター）と離 
して設置してください。 


■ スピーカーの設置場所を決める 

スピーカーは下図のように配置してください。 

メイン R スピーカー 



メイン L / R スピーカー 

左ちのスピーカーを U スニングポジションか5等距離に設 
置します。 


センタースピーカー 

方インスピーカーの中間に設置します。テレビ(モニター） 
を設置している場含は、テレビ（モニター）画面とスピー 
カーの前面を揃え、テレビ(モニター)の上や下など、でき 
るだけテレビ(モニター)画面においところの中央に設置し 
ます。 

リア L/R スピーカー 

後方斜め、スピーカーを U スニングポジションに向けて設 
置します。床に直接座って聴く場合は、床から約].已 m 、 椅 
テに座って聴く場合は、床から約 1.8 m の高さび適当です。 

リア センタースピーカー 

媛ちか5スピーカーを U スニングポジションに向けて設置 
します。床に直接座って聴く場含は、床か5約].已 m 、 椅子 
に座って聴く場合は、床から約]. 8 m の高さび適当です。 

サブウーファー 

前方左ちどち5かの外側で、壁の反射を防ぐためにかし内 
向さに設置します。低音の聴こえちは、スピーカーを置く 
位置と聴く位置の両方に影響されるので、設置する位置を 
変えてお試し < ださし、。 


ごミ主意 


巨スピーカーシステムでお使いにならないとさは、お使いに 
なるスピーカーにあわせて、アンプの出力言受定を変更して< 
ださいに7〜29ぺージ)。 


準備ずる 
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接続ずる 


■ スピーカー ケーブルを接続ずる 

もチャンネル ( R )、 左チャンネル ( L )、 「十」（ホ)、「一」（黒)を確認して正しく接続してください。極性(十、 一) を間違えて 
接続した場合、不自然な再生音になります。 


重要 


スピーカーケーブルを接続する場合、ショートしないよラに注意してください。ショートした状態で電源を入れると、本機 
の保護回路び働いて自動的にスタンバイ状態になりますび、故障の原因になる恐れがあります。 

接続するスピーカーのインピーダンスは60な上のものを使用してください。メインスピーカー A 、 巨を同時に鳴らす場合 
は、1台につさ上のものを使用してください。それ政下のインピーダンスのスピーカーを使用すると、保護回路び 
働いたり、故障する恐れびあります。 




一般的にスピーカーケーブルは、平行した2本の絶縁ケー 
ブルです。ケーブルのラちの1本は極性を判別するために 
異なった色またはラインび入っています。 

EI スピーカーケーブル巧端の絶縁部(被覆)を、1 Omm ぐ5 
いはがず。 

B お;線をしっかりとよじる。 

しっかりよじ6ないと、シヨート婚触の原因になりま 
す。 

E 1 スピーカー端子を左に回してゆるめる。 

Q スピーカー端テのわきの穴に、スピーカーケープルのお 
線を差し込む。 

Ej スピーカー端子をちに回して、締め付ける。 



ごを意 


市販のバナナプラグを使用する場合は、端テを強く締 
めてか5差し込んでください。 
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サブウーファー 


接続ずる 



メイン B スピーカー スピーカー 


MAIN SPEAKERSi 荒 子 U スニングルーム内の香スピーカーの配置は、下図のよう 

メインスピーカーを接続します。 になります。 

REAR SPEAKERS ; 荒子 

リアスピーカーを接続します。 

CENTER SPEAKER 端子 

センタースピーカーを接続します。 

REAR CENTER SPEAKERS ? 

リアセンタースピーカーを接続しまず。 

SUBW 00 FER 5 S 子 

ヤマ八アクティブサーボサブウーファーシステムなどのアンプ内蔵サブウーファーを使用するときは、 SUBWOOFER 
端モにつなぎます。 

メイン、センターおよび U アチヤンネルからの9日 HzU (下の低音域の信号はこの端子に送5れます。ドルビーデジタル、 
DTS、AAC デコード時の LFE 信号もこの端子に出力されます。 


ごミ主意 


セット^ニュー rSOUND-1 SPEAKER SET」 と 「SOUND-3 LFE LEVEL」 の設定によっては、 SU 巳 W 日 OFER 端子から音芦 
信号び出力されない場合もあります。 



準備ずる 


19 



























接続ずる 


0央像(ビデオ)機器を接続ずる 


■ ビデオ端子について 


本機には！; TF のビデオ端子が備えられています。 

VIDEO 端子 



コンポジットビデオ信号を伝送しま 
す。 


S VIDEO 端子 


■ DVD プレーヤーを接続ずる 

DVD プレーヤーの光デジタル出力端子を□に ITAL INPUT 
日 PT に AL(DVD) 端子に接続します。また、ビデオ出力端子 
を VIDE 日 (DVD) 端テに接続します。 

ぶ'- ヒント 

. 光デジタル出力端子がない場含は、同軸デジタル出力端子 
を空いている D に tAL INPUT 仁 OAXIAL 端子に接続しま 



S ビデオ信号を伝送します。 

S ビデオ入出力端子びある機器を S 
VIDE 日端テに接続すれば、 VIDE 日端 
テよ0ち高画質な映像を再生でさま 


す。この場合は、セット;>< 二: i-riNPUT-l I/O ASSIGN」 
で接続した端テの割り当てを変更することをおすすめしま 
す(己9ページ)。 

. デジタル出力端テがない場合は、オーディオ出力端子を 


す。 


AUDIO(DVD) 端子に接続します。 


D 4 VIDEO 端子 



コンポーネントビデオ信号とコント 
□—ル信号(走査線、アスぺクト比など 
の情報)を伝送します。 

□端テ入出力またはコンポーネントビ 
デオ入出力端子びある機器を D4 
VIDE 日端テに接続すれば、 VIDE 日端 
テまたは S VDE 日端テよりを高画質な 
映像を再生できます。 


これ5の端テに入力された信号は、それぞれ同じ種類の 
MONITOR 日 UT 端テに出力されます。 

お使いになる再生機器とモニターの両方のビデオ端テをご確 
認のラえ、両方に共通する端テを使って接続してください。 

ぶ'- ヒント 

. 本機の S VIDEO 端子に入力された信号は内部でコンポジッ 
トビデオ信号に変換されて VIDEO MONITOR OUT 端子に 
も出力されます(次ページ「本機内部でのビデオ信号の流れ」 
参照)。 

.セットメニュ ー「OPTI 日N-1 DISPLAY SET」 の「V 
CONV」 の設定により、本機の VIDEO 端子に入力された信 
号を S VIDEO MONITOR 日 UT 端テに出力することもでき 
ます(次ページ「本機内部でのビデオ信号の流れ」参照)。 

.S VIDE 日端子と VIDEO 端テの両方に入力されている場含は 
S ビデオ信号が優先されます。 

.D4 VIDEO A. 巳端子の入力機器の設定をセットメニュー 
riNPUT-1 I/O ASSIGN」 で変更することもできます（巳9 
ぺージ）。 


ごを意 


■ 衛星放送/ CATV チューナーを接続する 

衛星放送/ CATV チューナーの光デジタル出力端子を□に ITAL 
INPUT 日 PT に AL(D-TV/C 巨 L) 端テに接続します。また、ビ 
デオ出力端子を VIDE 日 (D-TV/C 目 L) 端子に接続します。 

也 ヒント 

光デジタル出力端テがない場含は、オーディオ出力端子を 
AUDIO(D-TV/C 巳 L) 端テに接続します。 

■ LD プレーヤーを接続ずる 

LD プレーヤーの光デジタル出力端子を空いている 
□に ITAL INPUT 日 PT に AL 端子に接続します。また、ビ 
デオ出力端子を空いている VIDE 日端テに接続します。 

也 ヒント 

. 光デジタル出力端子がない場含は、オーディオ出力端子を 
空いている AUDIO 端子に接続します。 

. ドルビーデジタル RF 出力端子びある場含は、市販の RF デ 
モジュレーターに接続してから、空いている DIGITAL 
INPUT 日 PT に AL 端テに接続します。 

-接続する各端テ名をあわせて接続してください。 

■ ビデオデッキ /DVD レコーダーを 接続 
する 

再生する場含は、ビデオデッキ /DVD レコーダーのオー 
ディオ出力端子を AUDI 日 IN(VCR1) 端子に接続します。 
また、ビデオ出力端子を VIDE 日 IN(VCR1) 端テに接続し 
ます。 

録画する場含は、ビデオデッキ /DVD レコーダーのオー 
ディオ入力端子を AUDI 日 OUT{VCR 1 ) 端テに接続します。 
また、ビデオ入力端テを VIDE 日日 UT(VCR1) 端テに接続 
します。 


.D4 VIDEO 端テを使って接続する場合は、お使いの再生機器 
とモニターの D 端テの規格 (D1 〜 D4) を合わせてください。 

. 本機の S VIDE 日端子は S し S2 規格には対応していませ 
ん /。 

■ モニター(テレビ)を接続ずる 

モニター(テレビ)のビデオ入力端テを VIDE 日 (MONITOR 
日 UT) 端子に接続します。 


也 ヒント 

. 2台目のビデオデッキ等は、同様に VCR 2/DVR 端テに接 
続でさます。 

.DVD レコーダーの音声をデジタルで楽しみたいとさは、光 
デジタル出力端子を空いている D に ITAL INPUT OPTICAL 
端子に接続します。この場合は、セット^ニュー 「INPUT- 
11/日 ASS に N」 で接続した端テの割り当てを変更すること 
をおすすめします(巳9ページ)。 
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s ビデオケープル 
□端子ケーブル 




©©© i 

©◎密 



























接続ずる 


D 端子出力 



( DVD レコーダー) 


^]D=' 


信号の流れ 

ステレオピンケーブル ( L / R ) 


光ファイバーケーブル 

-ビデオ巧ピンケーブル 

曲 S ビデオケーブル 


□端テケープル 


■ ゲーム機やビデオカメラなどを接続す 
る 

本機前面の VIDEO AUX 端テに接続します。 


嚇）學)喔)爆圓） 

下 t M T 
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■ CD プレーヤーを接続ずる 

CD プレーヤーの同軸デジタル出力端子を□に ITAL INPUT 
C 日 AXIAUCD) 端子に接続します。 

ぶ--ヒント 

. 同軸デジタル出力端テがない場合は、光デジタル出力端子 
を空いている D に ITAL INPUT 日 PT に AL 端テに接続しま 
す。この場合は、セットメニュー riNPUT-l I/O ASS に N」 
で接続した端子の割り当てを変更することをおすすめしま 
す(已9ページ)。 

. デジタル出力端子がない場合は、オーディオ出力端子を 
AUDIO(CD) 端子に接続します。 

■ MD レコーダ ー/ CD レコーダーを接続 
ずる 

再生する場含は、 MD/CD レコーダーの光デジタル出力端 
テを DIGITAL INPUT 日 PTICAL(MD/CD-R)iS テに接続し 
ます。 

録音する場含は、 MD/CD レコーダーの光デジタル入力端 
子を□に ITAL OUTPUT 日 PT に AL(MD/CD-R) 端テに接続 
します。 


ぶ--ヒント 

-デジタル入出力端子がない場含は、オーディオ入出力端テ 
を AUDIO (MD/CD-R) 端テに接続します。 

. カセツトデッキを接続する場合は、同様に AUDIO(MD/ 
CD-R) 端テに接続します。 




本機に録音機器を接続している場合、本機の使用中は録音機 
器の電源を入れたままにして<ださい。録音機器の電源が切 
れていると、本機の音げ歪むことがあります。 

■テレビ(音声)を接続する 

お使いのテレビのオーディオ出力端子を空いている AUDI 日 
端子に接続します。 


AUDIO - 

出カ テレビ 
盾青） 



AUD に出力 


CD プレーヤー 


COAXIAL 出力 






) 

「マ席唯-. 

CD (5； 

I COAXIAL 


—— AU 口 0 —— 


MV/CBL ： 4) IP な Y| 

ll 。 ll MD 




AUDIO OPT に AL 出力 

出力 _[ 

CD レコータ’一 
MD レコータ’一 

AUDIO 1_ 

入力 OPT に AL 入力 








@ の [©©- 

。。嚷變 00- 

離嚷@ 

© ◎ ©"1 

™.0 0 ( 00 )。… 

HONITDB OUT 


信号の茄れ 


ステレオピンケープル ( L / R ) 


SU8 I 

WOOFER I CENTER 
— 6CH INPUT —— 




&光ファイバーケープル 


同軸ケーブル 


オーディオ機器を接続ずる 


準備ずる 
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接続ずる 


アンテナを接続ずる 


本機には AM ループアンテナ及び FM 簡易アンテナび付属し 
ています。付属のアンテナは、電波状況び非常に良い地域 
で受信する場合にご使用ください。 

各アンテナを端テに正しく接続してください。 


■ FM 簡易アンテナを接続する 

付属の FM 簡易アンテナを FM ANT 端テに接続してくださ 
い。 



減することびでさます。アースは市販の 
アース棒か銅板に、ビニール被覆線を接 
続し、湿気の多い地中に埋めてください。 


FM 屋外アンテナを接続ずるときは 

アンテナの同軸ケーブルを市販の F 型コネクターを使って、 
FM ANT 端テに接続します。詳しくは、屋外アンテナをお 
買い求めの販売店にご相談ください。 


■ AM ループアンテナを接続ずる 

〇 アンテナをアンテナスタンドに取り付ける。 



a AM ANT 端子と GND 端子のレバーを巧し込んだ状態 
で 、 AM ループア ンテナの コー ドを AM ANT 端テと 
GND 端子に差し込む。 

コードに極性はありません。 



レノ く一を押し込む 


EI レバーを放して、コードを固定ずる。 

コードを軽く弓Iいて、正しく固定されたかどうか確認し 
て < ださい。 



ぶ'- ヒント 

. 受信がラまくいかない場合はアンテナを左ちに回し受信状 
態げ最も良くなる方向に向けてください。 

. 放送を良好に受信するためには、屋外アンテナを設置する 
ことをお勧めします。詳しくは、最寄りのヤマ八電気音響製 
品のサービス拠点にお問い合わせください。 


ごミ主意 


.AM ループアンテナは、本機から離して設置してください。 
.屋列アンテナを接続した場合でも、 AM ループアンテナは 
必ず接続しておいて<ださい。 
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他の機器を接続ずる 


■ 夕'のパワーアンプを接続ずる 

スピーカー出力をパワーアップするために外部パワーアン 
プ(プリ方インアンプ)を使用する場合や、お手持ちのアン 
プを使用する場含などは、日 UTPUT 端テと接続します。 


他のアンプへ出力するために R 仁 A ピンプラグを OUTPUT 
端テに接続したときは、対応するスピーカー端子を使用し 
ないでください。また接続するが部アンプのボ U ユームは 
最大にしてください。 

セツト;><二: 1— r 日 PTI 日 N -4 ZONE SET 」 を ZONE 日に言受 
志して 、 SPEAKER A スイッチを日 FF にした場含 、 MAIN 
し:^がの日 UTPUT 端子には信号び出力されません。 


■ 6チャンネル出力端子がある機器を接続 
ずる 

DVD プレーヤーや SACD プレーヤー、6チャンネルが部デ 
コーダーなど、6チャンネル出力端子びある機器を目 CH 
INPUT 端子に接続できます。 

誦嚷 礙 ©©1"© @ 

— 嚷啜 0 ◎… T©) Q 
r@|@i — —I© 獲） 


I WOOFER I CENTER 

=.6CH INPUT - 

画匯厂 


@◎◎[◎ 11 ® 

MAIN 刚 R 帕肌 D] CENTER WOOFER 


が ENTER 
出力 


Bsurround; 
一 t 出力 


O MAIN 端モ 

メイン L / R チヤンネルの信号を出力します。 


SUBWOOFER MAIN 

出力- c = r ^ 出力 

DVD プレーヤー、 

SACD プレーヤーなど 


この端テか b 出力される信号には、目 ASS コント□ール、 
TREBLE コント□-ルの設定び効きます。 

0 REAR ( SURROUND 綱モ 

リア L / R チャンネルの信号を出力します。 

0 CENTERS 荒子 

センターチャンネルの信号を出力します。 

〇 REAR CENTERS ? 

リアセンターチャンネルの信号を出力します。 

0 SUBWOOFERS 荒子 

ヤマ八アクティブヴーボサブウーファーシステムなどの 
アンプ内蔵サブウーファーを使用するときは、この端子に 
つなぎます。 

メイン、センターおよびリアチャンネルか5の低音信号は 
この端テに送5れます(日日 Hzl ； (下)。ドルビーデジタルや 
□ TS デコード時の LFE 信号わこの端子に出力されます。 


信号の茄れ 


ステレオピンケーブル (L/R) 


6 CH INPUT 端子か b 入力した信号には、本機の音場効果 
はかかりません。 

へツドホン使用時には、^イン L / R チヤンネルの音声のみ 
へッドホンに出力されます。 


セットにュ ー rs 日 UND -1 SPEAKER SET」、「S 日 UND - 
3 LFE LEVEL 」 の設定によっては SU 巨 W 日日 FER 端テか b 出 
力されない信号ちあります。 


準備ずる 
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接続ずる 


電源コードを接続ずる 電源を入れる 



電源コード 


AC アウトレット 


■ AC アウトレット 

外部オーディオ機器に電源を供給するコンセントで、本機 
の STAND 目 Y / ON スイッチと連動しています。合計で消費 
電力1日 0 W までのオーディオ機器を接続し、電源を供給す 
ることびでをます。 

接続するときの電源プラグの向を(極性)によつて音質び変 
わることびあ0ますので、お巧みの向さで接続してくださ 
い。 

■電源コード 

すべての接続び終了した5、家庭用 AC 1 日日 V 、 50/60 HZ 
の AC コンセントに電源コードのプラグを接続します。 

接続するときの電源プラグの向を(極性)によつて音質び変 
わることびあ0ますので、お巧みの向さで接続してくださ 
い。 


ここまでのすべての準備が終わった5、本機の電源を入れ 
ます。 




□ STAND 己 Y / ON スイッチ(またはリモコンの SYSTEM 

POWER キ ー) を f 甲ず。 

本機の電源び入りまず。 

SYSTEM 
POWER 

または 


本体 リモコン 


B DVD などの映像ソースを再生ずる場合は、本機と接続 

したテレビ(モニター)の電源を入れる。 
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リモコンで操作します。設定する前に、本体の SPEAKER 
A または巨スイッチを巧して、音を出す方インスピーカー 
を選んでください。また、ヘッドホンを接続している場合 
は、ヘッドホンをかしてくださし、。 

-1 


Ed く ハキーを}甲ず。 

選んだ項目の設定モードに入ります。 

Q く ハキーを巧して、設定を変更ずる。 


B セツトメニューを終了ずるとき 

は、メニュー表示が消えるまで、 
へ A / キーを繰り返し f 甲ず。 


[ < J [select I £•> 


U AMP キーを巧して AMP を還択ずる。 


B SET MENU キーを巧ず。 

ディスプレイに 「BASIC 
MENU 」と表示されます。 
[BASIC MENU ルが4び表おさ 
れている場合は、 r 日 A S I C 
MENU 」 と表示されるまでへ 
キーを巧します。 


|me 啤 

A/B/C/i^ 


</〉キーを巧ず。 

巨 AS にメニューの設定モードに 

P 出 SET 畑 


1りホォ —L ふ.' L 

SELECT 1 1 〉 41 +、 

''お 

へ/ N/ キーを巧して、設定したい 
項目を選ぶ。 

PRESET 抑 

-fl < 1 

1 麵 1 1 • > 1+ 


□ 




設定項目は];(下の2つです。 

SETUP 

使用するスピーカーや、お部屋のサイズにあわせて、ア 
ンプの出力設定を変更します。 

「スピーカーシステムにあわせて出力設定する 
( SETUP )」 に目ぺージ)を参照してください。 

SP LEVEL 

接続したスピーカーか5の音声出カレベルを調節しま 
す。 

「スピーカーの音声出カレベルを調節する （S P 
LEVEL )」 に白ぺージ)を参照してください。 


操作手順 


ほ用擇境にあわせて簡単に設定する (BAS に) 


お部屋のサイズや、接続したスピーカーの数にあわせて、簡単に再生に適した設定にします。 

ぶ'- ヒント 

目 AS にメニューでは、ヤマ八び推奨する U スニング環境を簡単に設定することびできます。さ5に SOUND メニューにより、お 
好みの U スニング環境を設定することびでをます。日 AS にメニューを使わずに、お好みの環境を設定するには、「音声出力を設 
定する （ SOUND )」 （已已ぺージ)を参照し、 SOUND メニューか5設定してください。 
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操作の流れ 


セツトメニュー 



BASIC SOUND 

- ■ - 

INPUT 

OPTION 


1 SETUP 

</>キーで各項目の設定を変更します。 
次の項目に移るには N / キーを押しま 
す。 


① ROOM: 

S / M / L か5選お 


(2) SUBWOOFER; 

YES / NONE どち5かを選択 



• 「1 SETUP 」® で SET を選択した場合は、に SPI _ EVEL 」 で各スピーカーの音声出カレベルを調節しなおしてくださし'1。 
-目 AS にし^がのセットメニュー項目については、日3〜61ページを参照してください。 
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使用環境にあわせて簡単に設定ずる旧 ASIC ) 


スピーカーシステムにあわせて出 
力設定ずる ( SETUP ) 

お部屋のサイズや、使用するスピーカーにあわせて、アン 
プの出力設定をします。へ / v キーを押して、設定する項目 
(①〜 ®) を選び、く/>キーを押して各項目の設定を変更しま 
す。 

①部屋の大きさを選ぶ ( ROOM ) 

選択項目： S、IVLL 
初期設定 : M 

本磯を使用する部屋にあわせて、大きさを選びます。大き 
さの目安は S び3.目 mx 2.8 m (目畳）、 M が 4.8 mx 4 m ( l 2 
畳）、 L び 6.3 mx 已 m ( l 8畳)です。 

感ヴブウーファーの有無を選ぶ ( SUBWOOFER ) 

選択項目: YES、NONE 
初期設定 : YES 

サブウーファーを使用するとをは YES を、使巧しないとを 
は N 日 NE を選びます。 

③スピーカーの本数を選ぶ ( SPEAKERS ) 

選お項目： 2、3、4、己、6 ( spk ) 

初期設定：目 spk 

使用するスピーカーの本数を選びます。下記の表を参考に、 
適切な本数を選択して < ださい。 


選択項目 

入力信号インジ 
ケーターの表示 

使用するスピーカー 

2 spk 

の回 

メイン L / メイン R 

3 spk 

の回回 

メイン L / センター/メイン R 

4 spk 

の回 
因画 

メイン L / メイン R / U ア L / 

U ァ R 

已 spk 

の回回 
因画 

メイン L / センター/メイン R / 

U ァ L / U ァ R 

巨 spk 

の回回 
因困画 

メイン L / センター/メイン R / 

U ア L / U アセンター / U ア R 


ごミ主意 


スピーカーの本数は、サブウーファーを除<合計使用本数を 
選んでください。 

® 設定ずる/キャンセルずる 
(SET または CANCEL ) 

上記 ①〜感 で選んだ内容で設定するか、キャンセルするか 
を選びまず。 

SET を選ぶと、 ①〜③ で選んだ内容で設定します。表示び 
「 CHECK : TestTone 」 に変わり、テスト I -- ンび出力され 
ます。 


CANCEL を選ぶと、 ①〜③ で選んだ内容をキャンセルし、 
SETUP 方ニューを終了します。 

感各スピーカーか6の音量を確認ずる ( CHECK ) 

® で SET を選ぶと、表示が! " CHECK : TestT 日 ne 」 に変わ 
0、テスト!-ーンび出力されます。テスト!-ーンの出力び 
始まると、表示がに HECK 日に丫 ES 」 に変わります。各ス 
ピーカーから同じ音量でテスト I -ーンび聞こえる場含は 
丫 ES を、音量の調節び必要な場合は N 日を選びます。 

丫 ES を選ぶと、 SETUP 方ニューを終了します。 

N 日を選ぶと、自動的にに SP LEVEL 」 に入ります。 

ぶ--ヒント 

-テスト!-ーンは2回巡回します。 

•テストトーンの巡回中は、本体ディスプレイの入力信号イ 
ンジケーターは、テスト!-ーンを出力しているスピーカー 
を点滅表示します。 

スピーカーの音声出カレベルを調 
節ずる (SP LEVEL ) 

^インしリア L スピーカーと各スピーカーか5出力される 
テスト!-ーンの音量を比較して、同じ音量になるよラにバ 
ランスを調節します。へ/ V キーを押して、比較するスピー 
力一(①〜 ®) を選び、く/>キーを巧し T バランスを調節しま 
す。 

ぶ--ヒント 

テストトーンは選んだスピーカーから交互に出力されます。 
本体ディスプレイの入力信号インジケーターで、テストトー 
ンを出力しているスピーカーを点滅表示します。 

( DL-R 

方イン L スピーカーと;< イン R スピーカーのバランスを調節 
します。 

(DC 

方イン L スピーカーとセンタースピーカーのバランスを調 
節します。 

③ RL 

方イン L スピーカーと U ア L スピーカーのバランスを調節し 
ます。 

® RC 

IJ ア L スピーカーと U アセンタースピーカーのバランスを 
調節します。 

感 RR 

U ア L スピーカーと リア R スピーカーの バランスを調節し ま 
す。 

® SWFR 

方イン L スピーカーとサブウーファーのバランスを調節し 
ます。 


準備ずる 
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スピーカーか 6 音び出ているか確認する 


テスト!-ーンを使用して、接続したスピーカーか5音び出 
るか確認でをます。 


II AMP キーを押して AMP を選択ずる。 

0" TEST キーを f 甲ず。 

テスト!-ーンび出力されます。 

EI テスト!ンが聞こえるよラに、 VOLUME +/—キー 

を f 甲して本機の音量を調節ずる。 

□" へ /Vキーを 繰り返し巧して、調節したい スピーカーを 

選ぶ。 

V キーを 押すごとに、下記の順に調節するスピーカーび 
切り誓わります。 

TEST LEFT がイン L ) 一 TEST CENTER (センター)一 
TEST RIGHT がイン R ) 一 TEST R SUR .( U ァ R ) 一 
TEST REAR CNTR ( iJ アセンター)一 TEST L SUR . 
( U ア L ) 一 TESTSU 目 W 日日 FER (サブウーファー)一… 
(ヘキーを巧すと、上記とは逆の順に切り誓わ0ます。) 


LEFT RIGHT 



ぶ'-ヒント 

テストトーンを使用して、各スピーカーの音声出カレベルを 
調節することもできます(日2ページ)。 

音量を上げてもテスト I -ーンび聴こえないときは、スピー 
カーの接続が不完全である可能性があります。 STANDBY / 
ON ボタンを押して本機をスタンバイ状態にしてから、電源 
コードを AC コンセントから抜き、スピーカーの接続を確認 
してください。 

El 確認が終わった 5、 TEST キーを押ず。 

テストトーンび止まります。 


ごま意 


セット六ニュ ー「 SOUND "] SPEAKER SET 」 で N 日 N に言受 
をされているスピーカーからはテスト [ -ーンは出力されま 
せん。 

セット^ニュ ー「 S 日 UND -1 SPEAKER SET 」 の 「IE 
巨 ASS 」 が MAIN に設定されている場含、サブウーファーか 
らはテスト I -ーンは出力されません。 
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音声/映像を再をする 


本機に接続したオーディオ機器やビデオ機器のソフトを再 
生します。 



□ 本体の STAND 日 Y / ON スイッチ（またはリモコンの 

SYSTEM POWER キ ー) を巧して、本機の電源を入れ 
る。 



または 



本体 


リモコン 


B DVD などの映像ソースを再生ずる場合は、本機と接続 

したテレビ(モニター)の電源を入れる。 

0本体:の SPEAKERS A または B 

スイッチを巧して、音を出ずメイ 
ンスピーカーを選ぶ。 

2組の^インス ピーカーを 使巧 
する時は A と目の両方を押しま 
す。 



CJ 本体の INPUT セレクターを回ずか、リモコンの入力選 

択キーを巧して、再生したい音声/映像を選ぶ。 

選んだ音声/映像(入カソース)の種類び、ディスプレイ 
に数秒間表示されます。 



または 


CD MD/CDA TUNER 

000 

DVD O-TV/CBL VAUX 

0 


リモコン 


1 VCR1 V-AUX D-TV/CBL し DVD MD/CM 
SP 


111111111 
田固 


選んだ入カソース 


入カソースは、本機に接続している機器名ではな<、そ 
の機器をつないでいる本機の端テ名に対応しています。 
例丄 D プレーヤーを D - TV / C 巳 L 端子に接続した場合、 
LD プレーヤーの音声/映像を楽しむためには、入力 
ソースを 「 D - TV / CBU に切り替えます。 

6 CH INPUT 端テに接続した才ーディオソースを選 
択ずる 

6 CH INPUT キーを巧します。ディスプレイに「目 CH 
INPUT 」 と表示されます。 


または 


本体 


0し n 11VKUI 

る 


リモコン 


映像と共に日 CH INPUT 端テに接続された音青を楽しみた 
い場合には、最初にビデオソースを選択して、次に巨 CH 
INPUT キーを押してください。 

「6 CH INPUT 」 びディスプレイに表示されている場含は、 
ほかのソースを再生することはでさません。別の入カソー 
スを選択するには、日 CH INPUT キーを巧してディスプレ 
イから r 目 CH INPUT 」 の表示を消してください。 


音声や映像を 
楽しむ 
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音声/映像を再生ずる 


リモコン 


PROGRAM 




または 


本体 


El 本体の PR 日 GRAM づ/〇 キ ー（ またはリモコンの音場 
プ□グラムキー)で音場プ□グラムを選ぶ。 

U モコンで操作するには、音場プ□グラムを選ぶ前に 
AMP キーを押してください。 


を 


リモコンの N に HT キーを f 甲ず。 

通常の再生に戻るには、ちラ 1 度 
N に HT キーを押します。 

ぶニ ヒント 

-すべての音場プ□グラムに巧して、ナイト U スニングモー 
ドで再生することびできます。 

-本磯をスタンバイ状態にすると、ナイト U スニングモード 
は解除されます。 

-入カソースにより、効果に違いび生じる場含びあります。 

-ナイト U スニングモードで再生中は、本体ディスプレイの 
N 1白 HT インジケーターび点灯します。 


本機の使用を終了する 


本体の STANDBY / ON スイッチ（またはリモコンの 
STAND 日 Y キ ー) を巧して、本機をスタンバイが態にず 
る。 

STANDBY 

または 


か AN 曲 
I /ON 


山 


B 機器の再生(または放送の受信)を始める。 

再生する機器の取扱説明書をご覧ください。 


コピーガード信号が入ったビデオソースを再生すると画 
像がブレることびあ0ます。 


H 音量を調節ずる。 





■ 音楽と映像を異なるソースで楽しむ 
(バックグラウンドビデオ機能） 

バックグラウンドビデオ機能とは、ビデオ系ソースの映像 
と、オーディオ系ソースの音声を組み合わせて楽しむ機能 
です(例えばビデオを観なび!5クラシック音楽を楽しむこと 
びでさます)。 

ビデオ系ソースを選択した後、 U モコンの入力選択キーで、 
オーディオ系ソースを選択します。 


または 


U モコン 

必要に応じて目 ASS 、 TRE 目 LE も調節してくださし'1。こ 
れ5の調節は;インスピーカーか5出力される音のみ 
に有効です。 



■一時的に音量を下げる 


リモコンの MUTE キーを}甲ず。 

前の音量に戻すには、もう]度 
MUTE キーを巧します。 


I muteJ 


高‘お音域の音靑を最大もし < は最ル限まで増減する 
と、センター、 U ア L / R 、 U アセンタースピーカーか 
ら出力する音質はメイン L / R スピーカーからの音質と 
調和びとれなくなることびあります。 

日 UT ( REC ) 端テと接続している機器の電源び切れて 
いる場合には、再生音げ歪んだり、音量が下びったり 
することびあります。このよラな場含は、接続してい 
る機器の電源を入れてください。 


-'か ヒント 

• セツトメニユ ー rOPTI 日 N - 3 AUDIO MUTE 」 で下げる音量 
( MUTE 、 一日 Od 巳、 一2 日 d 日）を選択することびできます 
(日0ページ)。 

-本磯をスタンバイ状態にすると、消音が解除されます。 

.VOLUME +/- キー令音場プ□グラムキーなどを押しても 
消音は解除でをます。 

. 音量を下げている間は、本体ディスプレイの MUTE インジ 
ケーターが点滅します。 

■夜間にか音量で音声を楽しむ(ナイトリ 
スニングモード） 

夜間にル音量で再生する場含でを、セ U フなどは明瞭に再 
生し、大さな効果音は抑えるモードです。 



貴 i 巧爲 
巧思贸 
登曼 © 
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本体 


U モコン 





























音靑 /0 巧像を再生する 


デジタル信号/アナ□グ信号を切 
り替える(入カモード切り替え） 


入力信号のアナ□グ/デジタルの優先順位を選んだ0、 
DTS などの特定の信号に固定したりすることびできます。 

希望ずる入カモードが本体ディスプレイに表示される 
まで、本体の INPUT MODE キーを繰り返し巧ず。 


INPUT MODE 



SP 


の固 


入カモード 

AUTO ： 次の順序で入力信号び選ばれます。 

1) デジタル信号 

2) アナ□グ信号 

DTS ： DTS 信号政かは再生されません。 

AAC ： AAC 信号!^^がは再生されません。 

ANALOG : アナ□グ入力に固定されます。デジタル信号び 
同時に入力されても再生されません。 

娘 ヒント 

-入カモードが AUT 曰に 設定されているとさに、ドルビー デ 
ジタルまたは DTS 、 AAC 信号び入力されると、自動的に最 
適な デコーダーび 選択されます。 

. セッ トメニューの^ NPUT -2 INPUTM 0 DE 」で、本機の電 
源を入れたとさに、前回指をした入カモードをそのまま使 
ラか、 AUTO に戻すかを指定することちでさます。 


ごま意 


COAXIAL INPUT 端子と OPT に AL INPUT 端子へ同時にデ 
ジタル信号が入力されると 、 COAXIAL INPUT 端子への入 
力信号び優先されます。 

入カモードが AUT 曰に設定されているとさに、次のよラな 
症状が起こることびありますび、故障ではありません。 

ードルビーデジタルまたは DTS ディスクを再生中にサー 
チ〔検索） して か6再生を はじめる と、一部の LD および 
DVD プレーヤーで、再生音び少し遅れて再生される。 

ーデジタル録音されていない LD を再生する場合に、一部 
の LD プレーヤーで音声び正萬に再生でさない。この場 
合は入カモードを ANALOG に設定して、お使いくださ 
し、 


■ デジタル信号に関するごま意 

本機のデジタル入力端子(日 PT に AL 、 COAXIAL ) は、サン 

プリング周波数日目 kHz までのデジタル信号に対応していま 

す。デジタル信号の入力には日 PT に AL / C 日 AXIAL 両方の 

入力端子び使用できますび、 48 kHz を超えるデジタル信号 

を入力する場合は、下の点にごま意ください。 

. 音場プ□グラムび選択できなくなります。音声はメイン 
スピーカーか5のみ、通常の2チャンネルステレオ音声 
として出力されます。サブウーファーを除く、エフェクト 
スピーカーの音量は調節でさません。 

■ DTS - CD/LD の DTS 音声の再生に関ず 
るごま意 

. プレーヤーか5出力されるデジタル信号に音量レベル巧 
変処理などの処理びされている場合は、本機とプレー 
ヤーをデジタル接続しても、 DTS 音靑は再生でをません。 

. 日 TS 音声を再生するには、音声を再生する機器をデジタ 
ル入力端子に接続して、入カモードを AUT 日または DTS 
に設定してください。入カモードを ANAL 日白に設定して 
再生した場合、雑音び発生することびあります。 

-日 TS 音声を再生中に入カモードを ANAL 日 G に切り誓え 
ると、音声は出力されません。 

-入カモードを AUT 日に設定して DTS 音声を再生する場合 
は： 

一 本機は日 TS 信号を検知すると、自動的に DTS モード 
(化表示が点灯)に切り誓わります。 DTS 音声の再生 
び終了したときに、 € lt » 表示び点滅することびありま 
すび、点滅中は DTS 音声しか再生でをません。 DTS 音 
声の再生び終了後すぐに、通常の PCM 音声を再生し 
たいとをは、入カモードを AUT 日に設定しなおしてく 
ださい。 

ープレーヤー側でサーチまたはスキップ操作をして 
DTS 信号びとぎれると、 € lt » 表示び点滅することびあ 
ります。この状態び30秒上続くと、自動的に DTS 
モードか5通常のデジタル ( PCM ) 入力に切り誓わり、 
€ lt » 表示は消なします。 


音声や映像を 
楽しむ 
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FM / AM 放送を聴く 



または 


。 FM / AM キーを巧して、 FM または AM を選ぶ。 


FM/AM 


または 


El TUNING MODE ( AUTO / MAN ’ L MONO ) キ-を巧 
して、ディスプレイに AUT 日インジケーターを点打させ 


る。 


AUTO 

点口 


ディスプレイの放送バンド表示 (「 FM 」 または 「 AM 」） の 
隣にコ□ン（：）び点口している時は、 PRESET / 
TUNING に DIT ) キーを押してコ□ンを消します。 



VCR1 V-AUX D-TV/CBL DVD MD/CM TUNER 

SP AUT( 

A TUNE 


eJ PRESET/TUNING <]/> キーを f 甲して、受信したい 
放送局を選ぶ。 

高い周波数の放送局を探すとさは > キー、低い周波数 
の放送局を探すとさはづキーを押します。 


)PRESET/TUNING [ 


' み .‘ 化 N1 




VCR V-AUX D-1V/CBL 



放送局を受信すると、ディスプレイに TUNED インジ 
ケーターび点灯し、周波数び表示されます。 

かヒント 

電波び弱くてお聴きになりたい放送局び選局できない時は、 
手動で選局してください(マニュアル選局)。 

■ 手動でお好みの放送局を選ぶ 
(マニュアル選局） 

電波の弱い放送局は、手動で選ぶ必要びあります。 

Ek 左に記載の r 自動的に選局ずるけート選局) J の手順吕ま 

での操作をおこなラ。 

旦 TUNING MODE ( AUTO / MAN ’ L MONO ) キ-を巧 

して、ディスプレイの AUTO インジケーターを消ず。 

-► AUTO 

消な 

ディスプレイの放送バンド表示の隣にコ□ン(:)び点口 
している時は、 PRESET / TUNINGEDIT ) キーを押し 
てコ□ンを消します。 


PRESET/TUNING 



VCR1 

SP 


V-AUX D-TV/CBL 


El PRESET/TUNING <1 A > キー 

を + 甲す づ PRESET/TUNING I 

押し続けると、連続して周波数び 
変わります。 

かヒント 

マニュアル選局で FM ステレオ放送を受信するとモノラル受 
信になりますび、雑音を軽減でをます。 


- • み .'i^ENI 


— 


選局ずる 


選局のしかたには、自動的に選局するオート選局と、手動 
で選局するマニュアル選局の2種類びあります。電波の強 
い放送局を受信するとさは、オート選局び速くて便利です。 

■ 自動的に選局する（オート選局） 

1 3 3 2 



□ INPUT セレクターを回して(またはリモコンの TUNER 

キーを押して)、 「 TUNER 」 を選ぶ。 



ろ iDiD 
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FM/AM が送を聴 < 


放送局を登録ずる（プリセット） 


■ FM 放送局を自動登録する 
(オートプリセット） 

FM 巧ち局を自動的に40局旧局 X 已グルースまで登録(プ 
IJ セット)できます。放送局を登録しておくと、あとは簡単 
なキー操作で遲局することびでさ、便利です。 


2 


13 



□ FM / AM キーを巧して、 FM を還ぶ。 

FM/AM 


B TUNING M 0 DE ( AUT 0/ MAN ’ L MONO ) キーを巧 

して、ディスプレイに AUTO インジケーターを点打させ 
る。 


AUTO 

点打 


El MEMORY ( MAN ’ L/AUTO FM ) キーを約3秒巧し続 
ける。 

プ U セツト番号と MEM 日 RY インジケーター、 AUT 日イ 
ンジケーターび点滅します。数秒樓に、周波数表示び高 
くな0始めます。（オートプリセツト開始。） 



才ートプリセツトび終了すると、最樓に登録された放送 
局の周波数び表示されまず。 


ぶ-- ヒント 

-放送局び登録されると、放送局の周波数と夏信モードち同 
時に登録されます。 

-登録された FM 放送局の順序を、あとから手動で入れ替える 
ことちでさます （37 ページ）。 

-才ートプ U セツトでは、プ U セツトする放送局の数が忙8」 
に満たない場含には全周波数帯域を一巡して停止します。 


-新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局は 
消え、新しい放送局に入れ替わります。 

-オートプ U セットでは、電波の強い FM 放送局だけが登録さ 
れます。電波の弱い FM 放送局を登録したいときは、受信 
モードをモノラルにして、手動で登録してください(次ペー 
ジ)。 

■ 登録を始めるプリセット番号を指定す 
る（オートプリセットオプション） 

FM 局の登録を始奴るプ U セット番号を指定したり、周波 
数の低い方へ向けてオートプ U セットを始めることちでさ 
ます。 

□ 左に記載の 「 FM 放送局を自動登録ずるけートプリセッ 

卜) J の手順2までの操作をおこなラ。 

El MEM 0 R 丫 ( MAN ’ L/AUTO FM ) キーを約3秒巧し続 
けたあと、 A / B / C / D / E キーと PRESET/TUNING づ/ 
〇キーを巧して、最初に登録させたいプリセット番号 
を選ぶ。 

放送局び rE 8」 まですベて登録されると、オートプリ 
セットび停止します。 

Ek PRESET / TUNING ( EDIT ) キーを巧してコ□ン（:）を 

消してか 5、 PRESET / TUNING づキーを巧ず。 

周波数表示び低 < なり始めます。（オートプリセット開 
始〇) 


音声や映像を 
楽しむ 
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FM / AM が送を聴ぐ 


■手動で登録する 

(マニュアルプリセット） 

放送局4日局までを手動で登録することもできます。 



2,5 


娘ヒント 

AM 放送局はマニュアルで登録してください。 


□ プリセットしたい放送局を選局ずる。 

詳しくは「選局する」 （34 ページ)をご覧ください。 


□ MEMORY インジケーターの点滅中に PRESET / 

TUNING づ/た キーを f 甲して、プリセツト番号 （1 〜 8) 
を選ぶ。 

〇 キーを押すと数が増え、 く] キーを押すと減ります。 



プ U セツト番号 


B MEMORY インジケーターの点滅中に 、 MEMORY 

( MAN ’ L/AUTO FM ) キーを押ず。 

選択したプ U セツトグループ、プ U セツト番号と放送バ 
ンド (「 FM 」 または 「 AM 」）、 周波数びディスプレイに表示 
されまず。 


VCfl2/DVR VCR1 V-AUX D-TV/CBL DVD MD/CM TUNER 


SP 




選局時には、ディスプレイに受信している局の周波数と 
放送バンド (「 FM 」 または 「 AM 」） び表示されます。 

B MEMORYCMAN ' L/AUTO FM ) キーを f 甲ず。 

放送局び登録できる状態になります。ディスプレイの 
MEM 日 RY インジケーターが約日秒間点滅します。 



MEMORY - 

/ I \ 

点滅 


El MEMORY インジケーターの点滅中に A / B / C / D/E 
キーを押して、プリセツトグループ ( A 〜 E ) を選ぶ。 

グループび表示されます。放送バンド表示の隣にコ□ン 
(:)び点口していることを確認してください。 



VCF)2 / DVn VCR1 V-AUX D-1V/CBL 
SP 


C 3 に登録された局を示しています。 


b 他の放送局を続けて登録ずるときは、手順1〜日を繰り 

返ず。 


ごを意 


新しい放送局を登録すると、前に登録されていた放送局は 
消え、新しい放送局に入れ替わります。 

新しい放送局を登録すると、放送局の周波数と受信モード 
(ステレオ/モノラル)も同時に登録されます。 


VB/C/D/E 






フ U セツト グループ 
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FM / AM が送を聴 < 


登録した放送局を選んで聴く 
(プリセット選局） 


登録した放送局を入れ替える 


プ U セツト番号を選ぶだけで、登録した放送局を運局でき 
ます。 


登録した放送局を入れ替えることちでさます。 

ここでは 「 E 1」に登録した放さ局を 「 A 引に、 「 A 引の放送局 
を 「 E 1」に変更する場合の手順を説巧します。 

2,4 



iruEL warn stmbui 

|JTTI£| ^ ■ 


I O I I が I I み I い伽 I 

I ロロ I I な 1 I の 1 I i=n 


本体 


| mem ^ 


リモコン 


1 , 31,3 


□ A / B / C / D / E キーを何回か}甲して、放送局をプリセット 

したグループを選ぶ。 

ディスプレイに表示されるプリセットグループは A / 目/ 
C / D / E キーを押すたびに切0誓わ0ます。 

A/ 日 / C/D/E set menu 

または 


□「 E 1」 に登録した放送局を選局ずる。 

詳し<は、左に記載の r 登録した局を選んで聴く（プ U 
セツト選局)」をご覧<ださし、。 

El PRESET / TUNING に DIT ) キーを約3秒間 f 甲ず。 

「 E 1」 と MEM 日 R 丫インジケーターびディスプレイに点 
滅します。 


PRESET/TUNING 


VCR2/DVB VCR1 V-AUX D-1V/CBL DVD MD/CD-R 
SP 


TUNER, 

TUN の U 曲曲 y 


L. 


U モコンで操作する場合は、操作面が TUNER になって 
いることを確認してか b 操作してください。 

旺 本体の PRESET / TUNING づ/たキ ー（ またはリモコ 

ンの PRESET 八/ N / キ ー) を巧して、プリセツト番号を 
選ぶ。 

プリセツトグループとプリセツト番号び、放送バンド 
(「 FM 」 または 「 AM 」） と周波数とともにディスプレイに 
表示され、 TUNED インジケーターび点灯します。 


I PRESET/TUNING 【 




' み , 加 N1 

本体 




または 


-直 <」I select] J > [| + 

リモコン 


VCB2/DVR VCR1 V-AUX D-TV/CBL DVD MD/CM 
SP 


El 「 A 日」に登録した放送局を、 A / B / C / D / E キーと 
PRESET/TUNING く l / t > キーを使って選局ずる。 

「 A 引と MEM 日 R 丫インジケーターびディスプレイに点 
滅します。 


值の / DVB VCR1 V-AUX D-TV/CBL DVD MD/CDfl 

SP 

■ A 


TUNER 

TUNED M 曲 mV 




4 


Cl PRESET / TUNING に DIT ) キーを巧ず。 

プ U セツト局び入れ誓わります。 


PRESET/TUNING 



VCR2/DVB VCR1 V-AUX D-TV/CBL DVD MD/CD-R 
SP 


プリセツトした局の入れ誓えび完了したことを示して 
し、ます。 


音声や映像を 
楽しむ 
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か部機器で録音/録画する 


録音レベルの調節や操作は、それぞれの録音機器で行し、ま 
ず。お使いの機器の取扱説明書をご覧ください。 


2 



□ 本機に接続しているずベての機器の電源を入れる。 


ごミ主意 


録音/録画する前に、あ5かじめ「試し録音」 r 試し録画」を 
行ってください。 

本磯をスタンバイ状態にすると、接続した機器間で録音/録 
画することはできません。 

録音中に音量や音質を調整したり、音場プ□グラムを変更 
したりしても、録音される音声には影響しません。 

AUDIO 日 UT ( REC ) 端テから アナ □グで録音する場台は、 
録音したい入カソースを アナ □グで接続します。また、 
D に tAL OUTPUT OPT に AL 端テか b デジタルで録音す 
る場合は、録音したい入カソースをデジタルで接続します。 
6巳 H INPUT 端子から入力された信号は録音できません。 
入カソースの 日 UT ( REC ) 端子か b は、信号は出力されませ 
ん。（例: VCR 1 IN の信号は VCR 1 日 UT 端テから出力さ 
れ ません。） 

S VIDEO IN 端子に入力された S ビデオ信号は S VIDEO 
日 UT 端テからのみ録画できます。同様に 、 VIDEO IN 端子 
に入力されたビデオ信号は VIDE 日日 UT 端子からのみ録画 
でさます。 

あなたび録音したちのは個人で楽しむ場合(がは、菁作権 
ちに無断で使用することはできません。 


B 録音/録画したい入カソースを選ぶ。 



本体 


または 


〇 〇 〇 

DVD D-TV/CBL V-AUX 

しし 

VCR ん 

OX? 

u モコン 


■ DTS ソフトの録音についてのごま意 

DTS 信号はデジタルビットスト U —ムで伝送されるため、 
DTS 信号をデジタル録音しても、ノイズだけび録音されま 
す。 DTS 対応の DVD 、 LD 、 CD か5録音する場合は、お使 
いのプレーヤー側で、アナ n グ信号で出力ずるよラに設定 
し、2チヤンネルのアナ□グ信号で録音して<ださい。詳し 
くは、お使いのプレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 


0 ソースを 再生ず る。 

AM / FM 放送の番組を録音したいときは、放送局を選局 
しまず。 

0録音/録画を開始ずる。 


38 



















































設定した時間び経過すると、本機び自動的にスタンバイ状 
態になるよラに設定でをます（ス U —プタイマー）。聴さな 
がら、 もしくは録音しなび5おやすみになりたいときに便 
利です。スリープタイマーび作動すると、本機背面の AC ア 
ウトレットに接続した機器（ソース)の電源ち「切」になりま 
す。 

ス U —プタイマーの設定はリモコンで巧います。 

み-ヒント 

タイマー再生したいとをは、市販のタイマーを使用します。 
本機では再生したい入カソースを選択し、音量を調節してお 
さます。再生機器やタイマーの取扱説明書ちあわせて参照し 
て < ださい。 


「SLEEP OFF」 の表示が出るまで、 SLEEP キーを何回 
か押ず。 

しば5くすると 「 SLEEP 日 FF 」 は消え、 SLEEP インジ 
ケーターち消えます。ディスプレイは音場プ□グラム表 
示に戻ります。 


み 


■.18 S ' 8 ' t" 


ぶ'-ヒント 

U モコンの STAND 日 Y キー、または本体の STANDBY/ON 
スイッチを巧すか、電源コードを抜いてちス U —プタイマー 
は解除されます。 




U ソースを選んで、再生ずる。 


a SLEEP キーを繰り返し押して、 
スタンバイ状態になるまでの時 
間を選ぶ。 

SLEEP キーを巧すごとに、デイ 
スプレイ表示び下記のよラに切 
り誓わります。その間 SLEEP イ 
ンジケーターび点滅しています。 


(^min 二分） 


み 


► SLEEP 120 min SLEEP 90 min - 


- SLEEP OFF 卜 SLEEP 30 min 卜 SLEEP 60 min < 


お好みの時間び表示された 5 押すのをやめます。 
SLEEP インジケーターび点巧に変わり音場プ□グラム 
表示に切り誓わるとス I 」ープタイマーの時間設定び完 
了します。 


スリープタイマーを設定ずる 


スリープタイマーを解除ずる 




一定時間後に自動的に電源を切る(スリープタイマー] 


sue 

556 

で SID 黨 D 

ioi 画な siD 


旨 


圍岂 


音声や映像を 
楽しむ 
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VCR2/DVR VCR1 
SP 


DVD 伽 / 助 TUNER 


店)回固 
画画函 


•本機では、お好みにより、全部で26の音場プ□グラムを選 
択でさます。ただし、一部の音場プ□グラムでは入力信号の 
種類に適したデコーダーと音場サブプ□グラムが自動的に 
選択されます。 

•入カ ソースを 切り替えると、その ソースに 巧して設定され 
た音場プ□グラムを自動的に選択します。 

. 6 CH INPUT 端子に接続しているソースを再生していると 
さと、ヴンプ U ング周波数び 48 kHz を超えるデジタル信号 
び本機に入力されているとさは、音場プ□グラムは使巧で 
さません。 

- U ス ニン グルームの音響効果は、音場プ□グラムに影響を 
与えます。プ□グラムによって作り出される効果を最大限 
に引を出すために、 U ス ニン グルーム内に反響しやすい物 
体をでさるだけ置かないよラにしてください。 

• 入カモードび AUT 日に設定されている場合にはドルビーデ 
ジタル、 DTS または AAC 信号び入力されると、選択してい 
る音場プ□グラムによっては、入カソースに対応した音場 
ヴブプ□グラムに自動的に切り替わる場合があります。 

-本機をスタンバイ状態にしたとさの入カソースと音場プロ 
グラムは記憶されています。電源を入れると、自動的に前回 
の状態に戻ります。 

-モノラルソースを PRO LOGIC . PRO LOGIC Enhanced 、 
PRO LOGIC II Movie や Neo : 巨 Cinema 音場で再生中は、 
センタースピーカーからのみ音び出ます。メインスピー 
カーや U アスピーカーからは音は出ません。ただし、セット 
だュ ー rSOUND -1 SPEAKER SET 」 の「] A CENTER 」 
び NON に設定されているときは、センターチヤンネルの音 
声は^インスピーカーから出力されます。 

かヒント 

. 音場プ□グラムはプ□グラム名ではなく、ご使用になる U 
ス ニン グルームの状況やお好みに含ねせてお選びください。 

. 本体の PROGRAM </[> キーで音場プ□グラムを選ぶこと 
ちでをます。 


PROGRAM <1/> 


〇 〇 

poMei pTMet maov 

回画 EHS 

の MD/OHl TUNER 〜 Fen 

〇 〇 〇 口 

DVD O-n/CBL V^un SCHMVT 

0000 

の 1 VCtWANK 

000 




rvHITE 1 VIVUT 

□ □ 




むの容 
©巧巧巧 


巧巧四 


- 2,3 


□ リモコンの AMP キーを巧して 

AMP を選択ずる。 



B リモコンの音場プ□グラムキーを巧してお好みの音場 

プ□グラムを選ぶ。 

プ□グラム名は、ディスプレイに表示されます。 



本機は、世界各地の著名な演奏会場での実測データを元に 
作成された Hi - 円 DSP 音場プ□グラムに加え、より幅にい 
表現力を持つ CINEMA DSP 音場プ□グラムを巧蔵してい 
ます。 

再生するときにお好みの音場プ□グラムを呼び出して、そ 
の臨場感と効果をお楽しみください。各音場プ□グラムに 
ついて詳しくは、4己〜日日ページをご覧<ださし、。 


H 音場プ□グラムキーを繰り返し巧して、お好みの音場ヴ 

ププ□グラムを選ぶ。 

例： 「M 日 VIE THEATER 2」を繰り返し押すと、音場ヴ 
ブプ□グラム 「 Adventure 」 とに eneral 」 び交互に表示 
されます。 

CONCERT 


のの 

MUSIC TV MOVtE MOVIE 

VIDEO THEATER THEATER 1 THEATER 

巧のの 

正 ]/ DTB し 、 

SUR. NIGHT 6.1/5.1 STEB 田 '''、/ 

o 巧巧 © I 




音場プ□グラムを選ぶ 
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M 
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音場プ□グラムを選ぶ 


ドルビーデジタル /DTS ソフトを 
再生ずる 


■已 .1 チヤンネルで再生する 

ドルビーデジタル、 DTS 信号び入力されると、本機は自動 
的にそれ5の信号フオーマツトに適したデコーダーおよび 
音場プ□グラムを選択します。 

■ 6.1 チヤンネルで再生する 

ドルビーデジタル EX や DTS - ES など、 U ア L / R 成分びある 
ソースは、 U アセンタースピーカーの音青を加えて、目.1 
チヤンネルで再生することができます。目.1チヤンネルで 
再生することで、よりダイナミックでリアルな音声を楽し 
むことびでさます。 


6 . 1 / 5. 1 



6.1/5.1 キーを押して、已 . 1チャンネル再生モード/色.] 
チャンネル再生モードを切0誓えます(再生するソフトの方 
式により、一部選択でさないモードびあります)。 

AUTO ： 本機び認識でをる信号(フラグ)が記録され 

たソース入力時には、自動的にディスク 
リート 6.1 方式またはマト U クス目.1方式 
で再生します。本機びフラグを認識できな 
し、、またはフラグび記録されていないソー 
スび入力されているとさ (「 AUTO :-- -」と 
表示されているとさ)は、目.1チャンネル 
再生されません。このよラなソースを目.] 
チャンネルで再生したいときは、 6.1/5.1 
キーを巧して、 「 Matrix 目.1」を選択しま 
す。 

Discrete 6.1 : DTS - ES ディスク U —卜音声入力時のみ 
選択できます。 DTS - ES ディスク U - 卜方 
式のソフトをディスク U —卜目.1方式で再 
生します。再生中は本体ディスプレイの 
ES DISCRETE インジケーターび点灯し 
ます。再生の途中で入カソースび DTS-ES 
ディスクリート方式!;(かのちのに切り誓 
わった場をは、その方式のソフトをマト U 
クス目.1方式再生します。 


U ア L / R 成分のある音声入力時であれば選 
おできます。ドルビーデジタルや DTS 、 
AAC 已 .1 チャンネル信号などのソフトを 
マトリクス目.1方式で再生します。再生中 
は本体ディスプレイの ES MATRIX インジ 
ケータ ー( 入カソースび DTS のとさ)また 
は 口雨り (入カソースがドルビーデジタル 
または AAC のとき)び点灯します。 

OFF ： ディスク U —卜日. 1 方式またはマト U クス 

目.1方式での再生をオフにします。音青は 
已 . 1チャンネルで再生されます。 


ご注意 


政下の場合は、已 .1/6.] キーを巧しても、 6.1 チヤンネルで 
再生されません。 

-セットメニュ ー rs 日 UND -1 SPEAKER SET 」 の「]仁 
REAR LR 」 び NON に設定されている。 

-ステレオ音青 （rSTERE 日」）で再生している。 

-音場プ□グラム「目 ch Stereo 」 を選択している。 

- U ア L / R 成分びないソース (2 チヤンネルの PCM 、 アナ 
□グ信号など)を再生している。 

-巨 CH INPUT 端子に接続したソースを再生している。 

-ヘッドホンを接続している。 

本機をスタンバイ状態にすると、モードは 「 AUT 日」に U 
セットされます。 


音場プ□クラムを 
使いこなず 
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音場プ□グラム No .9 で PR 日 L 日 G に 、 PRO LOGIC II また 
は Neo : 目を選択すると、2チヤンネルソースををチヤンネ 
ル化してお楽しみいただけます。 


PROGRAM <]/> 



II 吕チヤンネルソースを再生ずる。 

g U モコンの AMP キーを押して 


AMP を還択ずる。 

み 


El リモコンの皿 / DTS SUR . キーを繰り返し巧して、デ 
コーダーおよびヴブプ□グラムを選択ずる。 


リモコンの na/DTS SUR . キーを巧すたびに、政下の 
よラに切り誓わります。 

PRO LOGIC 

I 

PRO LOGIC Enhanced 

I 

PRO LOGIC II Movie 

I 

PRO LOGIC II Music 

I 

Neo :6 Cinema 

I 

- Neo : 目 Music 


. 2 チゎンネル音声政がの信号は 、 PRO LOGIC . PRO 
LOGIC II と DTS Neo :6 デコーダーでは再生できませ 
Aj 。 

- AAC の2チヤンネルステレオ信号は DTS Neo : 巨デ 
コーダーでは 再生でさません。 

娘 ヒント 

本体の PROGRAM <1/0 キーでデコーダー およびサブ 
プ□グラムを選ぶことがでさます。 


TAINMEVT 


^ © Ql ； 

MUSIC TV MOVIE MOVIE 

VIDEO THEATER THEATER 1 THEATER S 

巧巧に）巧 

°SUR. NIGHT 6.1/5.1 STEREO 

© © 

命 




PRO LOGIC/PRO LOGIC II / 
DTS Neo :6 を選ぶ 


ご注意 


音場プ□グラムを選ぶ 


|0 


510ら 

556 

SID 黨 D 

器回 。 DSS 


冒5 


is 


llsos 

ADlj 寫四 
^20 0 

辕 i の I の 


42 































































音場プ□グラムを選ぶ 


リア スピーカーな しで音場プ日 

グラムを楽しむ 

(バーチャルシネマ DSP ) 

セットメニユ ー rs 日 UND -1 SPEAKER SET 」 の nc 
REAR LR 」 を NON に設定すると、バーチャルシネマ DSP 
音場を楽しめます。 

入カソースの音靑はバーチャルシネマ DSP で音場処理さ 
れ、選んだ音場プ□グラムでメイン L / R スピーカー、セン 
タースピーカーおよびサブウーファーか5音声び再生され 
ます。 


ごま意 


政下の場合は、セットメニュー 「 S 0 UND -1 SPEAKER 
SET 」 の nc REAR LR 」 が NON に設定されていても、バー 
チヤルシネマ DSP にはなりません。 

- 6 ch Stereo や PRO LOG に 、 DOLBY DIGITAL 、 
DTS 、 AAC、PRO LOGIC Ik Neo : 巨音場プ□グラム 
を選んでいる。 

-ステレオ音靑 （ rSTERE 日」）で再生している。 

-目 CH INPUT 端テに接続したソースを再生している。 

-ヴンプ U ング周波数 48 kHz を超えるデジタル音声び入 
力されている。 

ーヘッドホンを接続している。 


へッドホンで音場プ□グラムを楽 
しむ(サイレントシアター） 


ステレオ音声再生状態でないときにへッドホンを本体の 
PHONES 端テに接続すると、へッドホンでマルチスピー 
カーによる音場プ□グラムを擬似的に再現できる、サイレ 
ントシアターで音声を楽しめます。本体ディスプレイの 
SILENT インジケーターび点灯します。(音場効果びオフの 
状態では通常のステレオ再生になります。） 


ごま意 


しソ下の場含は、ヘッドホンを接続しても、サイレントシア 
ターははたらさません。 

- 6 CH INPUT 端子に接続したソースを再生している。 

ーサンプ U ング周波数 48 kHz を超えるデジタル音声び入 
力されている。 

LFE チヤンネル音声は他のチヤンネルとミックスされて、 
へッドホンか5出力されます。 


ステレオ音芦 (2 チヤンネル)で再 
生ずる 


STEREO / EFFECT キーを巧して、 「 STERE 日 J を表示 
させる。 

音場効果が r 切(オフ)」になり、メイン L / R スピーカーの 
みを使って再生します。 STERE 日/ EFFECT キーをもう 
1度巧すと、音場効果び「入(オン)」になります。 


stereo stereo 



本体 リモコン 


ご注意 


音場効果びオフの状態のときにドルビーデジタルや DTS 、 
AAC 音靑を再生すると、 LFE を除くすべてのチャンネルの 
音青がメイン L / R チゎンネルに S ックスされて出力されま 
す。この場合、メイン L / R チャンネルの音量バランスび乱れ 
ることがあ0ます。 

音場効果をオフにすると、センター、 U ア L / R 、 U アセン 
タースピーカーから音は出ません。 

音場効果をオフにしたり、セットメニュ ー rSOUND -4 
D . RANGE 」 を MIN に設定すると、音量が極端に下びること 
びあります。このよラな場合は音場効果をオンにしてくだ 
さい。 

セットメニュ ー rs 日 UND -1 SPEAKER SET 」 の「1目 
MAIN 」 を SMALL かつ 「1 E 巨 ASS 」 を SWFR 、 または 「IE 
目 ASS 」 を巳日 TH に設定している場含は、サブウーファーか 
5低音域び出力されます。 


音場プ□クラムを 
使いこなず 
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音場プ□グラムを選ぶ 


■ 入力信号情報を表示する 

ステレオち生中（音場効まオフ時）、入力信号のタイプ、 
フォーマツトやサンプ IJ ング周疫数などの情報をディスフ 
レイに表示でさます。 


(ソース再生中） 

D U モコンの AMP キーを押して 

AMP を還巧ずる。 



旺 へ/キーを f 甲ず。 

入力信号の情報び表示されます。 



• ( Format ) :入力信号の信号フオーマット。 


入力信号 

表示 

アナ□グ音声 

Analog 

PCM 音声 

PCM 

ドルビーデジタル音青 

Dolby Digital 

DTS 音芦 

DTS 

AAC 音声 

AAC 

不明なデジタル信号 

Unknwn Digital 


in :入力信号の音声チャンネル数（ドルビーデジタル / DTS / 
AAC 入力時のみ)。 

例えば、 rin :3/2/ LFE 」 と表示された場合は、「フ□ント3 
チャンネル / U ア2チャンネル/ LFE 」 を示しています。 

また、二力国語放送などの主十副の2チャンネル音声は 
「1+1」、3音靑政上の音声多重形式の音声は FMLTJ と表示 
されます。 

fs : 入力信号のサンプ U ング周波数(デジタル信号入力時の 
み)。サンプ U ング周波数が不明の場含は、 「 unknown 」 と表 
示されます。 

rate : 入力信号の1秒あたりのデータ量=ビットレート（ドル 
ビ-デジタル/ DTS のみ）。ビットレートび不明の場合は、 
「 unknown 」 と表示されます。 

fl 旨:入力信号に含まれている、ある動作をさせるための識 
別信号=フラグ （ ドルビーデジタル / DTS のみ)。フラグび認 
識できなかった場合は、 「 None 」 と表示されます。 
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音場プ□グラムー覧 


音場とは • • • 

「その空間び持つ特有の音の響さ」を音場と呼んでいます。 

コンサートホールなどで、私達は、楽器の音や歌手の声び直接聴こえてく 
る r 直接音」の他に、床や壁•天井などに一回反射してか5聴こえて<る「初 
期反射音」、さ5に何回ち反射を繰り返しなげ5次第に減衰してゆ<1■後部 
残響音」を聴くことになります。 

建物内部の形状やにさ、それに内装が料の種類等によって、初期反射音や 
残響音の構成び異なり、そのホール特有の響さび生まれます。それび「音 
場」です。 

ヤマ八では、世界の著名なコンサートホールやオペラ八ウスなどで、反射 
音のち向•強さ•帯域特性•遅延時間等の音場情報を実隙に測定し、その膨大なデータを本機に搭載した R 日 M (専用メモ 
リー）に蓄積しています。 

本機では、この音場測定の実測データを基に作成された、音場プ n グラムを自由に選択し、著名ホールやライブ八ウス等 
の音場をリスニングルームに再現することができます。 


ごミ主意 


. 本機の音場プ□グラムは、せ界各地の実在のホールなどの音響特性を測定した結果に基づいて設計されています。そのため、 
前後左右で響きの強さや音量差が異なると感じられることびありますび、故障ではありません。 

-名称や説明にこだわらず、最もむ地よく聞こえる音場プ□グラムをお選びください。 


Hi-Fi DSP 音場プ□グラム 

プ□グラム N 日.！〜 4( Disco 、 目 ch Stereo ) は音楽向けの Hi-Fi DSP 音場プ□グラムです。 
下表は香 Hi-Fi DSP 音場プ□グラムによって再現される音場の特長です。 


モード 

ソースの タイプ 

No. 

プ□グラム 

サププ□グラム 

特長 



1 

CONCERT HALL 

- 

円形ホールをイ分ージさせるに大な音場で、全周囲に反射音 
び拡がり、サラウンド感び強<、豊麗な響をび特長です。 

CL 

の 

□ 

化 

り.丄 

ミエ 


吕 

JAZZ CLUB 

— 

ニューヨークで i 舌題のライブ八ウス r ヴ•ボトムライン」のス 
テージ正面の音場です。フ□アは 300 席ある左ちに幅広い客 
席で占められ、 U アルでライプな音場です。 

音楽向け 

3 

ROCK CONCERT 

— 

□サンゼルスにある□ック系ライプ八ウスで、客席は最高時 
で約 46 □程です。左後方に強い反射音びありますので、左後 
方び大きめに聞こえます。 



4 

entIrtainment 

ディスコ 

Disco 

ディスコミュージックに包まれる、棄りの良い音焉空間を演 
出するプ□グラムです。 





チヤンネルステレオ 

6ch Stereo 

後方からも直接音が聴け、広いェ U アで楽しめる効果び特長 
のホームノ くーティーを演出する音場プログラムです。 



音場プ□グラムを 
使いこなず 
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音場プ□グラムー! 


CINEMA DSP 音場プ□グラム 

映画製作者の意図するサウンドは、セ U フは明瞭にスクリーン上に定位し、効果音はその奧に、音楽はさ5にその奥に拡 
がり、そしてサラウンドは視聴をを取り囲んでスクリーンの映像と一体になるよラにデヴインされています。 


ヤマノ VDSP を AV 再生用に進化させたプ□グラムび 「CINEMA DSP 」 です。映画サラウンドデコーダーであるドルビープ 
□ □ジック、ドルビーデジタルや DTS 、 AAC の各デコーダーとヤマノ VDSP を融合し、映画のサウンドを最良の状態でデ 
ヴインするダビングステージ(最終的な映画のサウンドデヴインを完成させるファイナルミックス）でのクオ U ティを AV 
ルームに 再現するサラウンド音場です。 

CINEMA DSP 音場プ n グラムでは、し C . R チャンネルにもヤマ八 DSP 処理を加えることで、視聴者はセ U フの実在感や 
効果音、音楽の契行き感ととをに、スムーズな音源の移動感とスク U —ンまで回り込むサラウンド音場に包まれます。 
ドルビーデジタル信号、 DTS 、 AAC 信号び入力されると、自動的にドルビーデジタル、 DTS や AAC に対応した音場処理 
に最適化されます。 



プ n グラム No .4( Game ) 〜目はビデオ向けの、 No .7 〜 9( Enhancecl ) は映画向けの CINEMA DSP 音場プ□グラムです。 
下表は各 CINEMA DSP 音場プ□グラムによって再現される音場の特長です。 


モード 

ソースの タイプ 

No . 

プ□グラム 

サブプ□グラム 

特長 



4 

ENTipfrAINMENT 

ヴーム 

Game 

ゲームヴウンドにビビッドな奥行きとサラウンド感を与える 
プ□グラムです。音源びモノラルでちステレオでも有効で、 
迫力のある TV ゲームび楽しめます。 

CL 

の 

□ 

< 

で 

己 

ビデオ向け 

己 

S ュージック ビデオ 

MUSIC VIDEO 


□ック、ジャズ等のライプコンサート含場のイ><ージです。 
サラウンド音場に広いホールのデータを使用しているため、 
間接音成分び豊かに回り込み、スクリーン周囲への映倾空 
間、音場空間びいっぱいにおびり、熱狂的な雰囲気にひたれ 
ます。 EX/ES デコーダー動作時は、リアセンター音源とリア 
センター音場び加わります。 

巨 

TV THEATER 

モノラル ムービ ー 

Mono Movie 

往年のモノラル映画の雰囲気を臨場感たっぷりに再現するモ 
ノラルソース巧のプ□グラムです。オペラ八ウス系の音場を 
ベースに、適度な音場処理を加えています。 





K ラエティー 

Variety / 

Sports 

プレゼンス音場は狭めてあるび、サラウンド音場にはコン 
サートホールのデータを使用しており、様々なノくラエティや 
中継番組に、適用範囲の広い音場効果を再現します。スポー 
ツ中継のステレオ放送では、解説者は中央に定位し、歓声や 
場内の雰囲気は周囲へと拡びります。後ち回り込みは適度に 
抑えてあるので、長時間使巧しても違和感びありません。 
EX/ES デコーダー動作時は、 U アセンター音源と U アセン 
ター音場び加わります。 
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音場プ □ グラムー ! 


モード 

ソースの タイプ 

No. 

プ□グラム 

ヴププ□グラム 

特長 



7 

ムービ ー 

MOVIE 

THEATER 1 

スペクタクル 

Spectacle 

映画のワンシーンに飛び込んだよラな、超ワイドな空間びイ 
メージでさる音場です。手に汗握るパニックシーンなどビ 
ジュアルインパクトの強い作品に最適です。 





サイファイ 

S か円 

セ U フと音楽、効果音をクールに描を分け、静けさの中に広 
大なシネマ音場を演出します。シ U アスでス1-一 U —性の高 
し、 SFX 映画に特に適しています。 

CL 

の 

□ 

< 

量 

衣之 

己 


8 

ムービ ー 

MOVIE 

THEATER 2 

アドベンチャー 

Adventure 

セリフの定位や映像に対する立体的な音場表現力に優れた 
モードです。アクション映画などにおける最新のサウンドデ 
ヴインを忠実に再現します。 

映面向け 



ジェネラル 

General 

響さを抑えた明瞭なセ1」フ、画面の周囲と奥に広びる立体的 
な音場と柔らかな響をび特長です。ラブス!-一 U —やコメ 
ディーなど、人の/むの動きを描写する作品に適しています。 



9 

DOLBY DIGITAL 

エン A ンスト 

Enhanced 

ドルビーデジタル、 DTS 、 A 冉 C のサラウンド信号に DSP の 
音場効果を与えます。 




DTS DIGITAL 

ヴラウンド 

SUR 

エン A ンスト 

Enhanced 




AAC DIGITAL 

サラウンド 

SUR 

エン A ンスト 

Enhanced 





PRO LOGIC 

エン A ンスト 

Enhanced 



人 トレートァ J —卜 

本磯は下記のよラな数多<のデコーダーを装備しています。 

•マルチチャンネルソース用のドルビーデジタル、 DTS 、 AAC デコーダー 
. リアセンターチャンネル音声再生巧のドルビーデジタル EX 、 DTS - ES デコーダー 

- ドルビーサラウンドと2チヤンネル ソース 巧のドルビープ□□ジック、ドルビープ□□ジック II、 DTS Neo : 目 デコーダー 


音場効果をかけずに元の音で再生したい場合は、プ□グラム N 0.9(ヴブプ n グラムのに nhancecU は除く）のストレートデ 
コードモードを選んでください。この場合、 DSP 音場効果はかか0ません。 


モード 

ソースの タイプ 

No. 

プ□グラム 

ヴププ□グラム 

特長 



9 

DOLBY DIGITAL 

- 

ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC で処理されたソースの再生巧 
です。セパレーシヨンに優れ、安定したデコードび得られま 
す。 

III 



DTS DIGITAL 

ヴラウンド 

SUR 

- 

to 

□ 

音楽向け / 


AAC DIGITAL 

ヴラウンド 

SUR 

- 


1- 

エ 

fCD 

映画向け 


PRO LOGIC 

- 

2チヤンネル音声をそれぞれの方式でマルチチヤンネル化し 
て再生します。 

i < 

K 正 

の 



PRO LOGIC II 

ムービ ー 

Movie 




S ュージック 

Music 





DTS Neo:6 

シネマ 

Cinema 






S ュージック 

Music 



音場プ□クラムを 
使いこなず 
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音場プ □ グラムー ! 


サラウンド音場 


■ MOVIE THEATER 

マトリクス処理を行わない7日 mm フイルムの目チャンネルマルチトラックで得5れるような明瞭な音源の定位と豊かなお 
び0を、ダビングステージ（映画の音青を編集するための編集スタジオ）のクオ U ティと理想的な音場で楽しめるのび 
M 日 VIE THEATER 70 mm プ□グラムです。最新の映画館用デジタルサラウンドシステムであるドルビーデジタル 、 DTS 
(デジタルシアターシステムズ)や AAC のサウンドをそのまま家庭でを楽しめるよラに開発されたのびドルビーデジタルデ 
コーダー、 DTS デコーダーおよび AAC デコーダーです。本機の M 日 VIE THEATER プ n グラムでは、映画館用にデヴィン 
されたドルビーデジタル、 DTS や AAC サウンドを家庭用のスピーカーシステムで、家庭のスペースで再生しても、臨場感 
あふれるスケールの大さな音場をお楽しみいただけます。 

■[ ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC ] + [ DSP 音場効果] 

ドルビーデジタルや DTS 、 AAC のフ□ント、 L サラウンド、 
R サラウンド信号に独立したヤマノ\3音場 DSP 処理を施し 
ます。これによ0、チャンネルセパレーシヨンの良さなど 
を犠牲にすることなく、雄大な音場表現や包囲感の優れた 
サラ ウンド再生び可能になり、最新のデジタルサラウンド 
映画館のよラな臨場感び再現でをます。 


L サラウンド音場 R サラウンド音場 


プレゼンス音場¬ 


た *1 




■[ ド ルビーデジタル EX 、 DTS - ES、AAC ド ルビー EX ] + [ DSP 音場効現 

U アセンタースピーカーから再現された U アセンター音場び加わり、よ0雄大な音場空間を再現します。 


■[ドルビープ□□ジック] + [ DSP 音場効期 


プレゼンス音場 


サラウンド音場 



通常、ビデオテープなどの市販の映画ソフトは、ドルビー 
サラウンドのマト U クス技術によって4チヤンネル （ L / C / 
R / S ) の音青情報びエンコード処理され、し R に収め5れ 
ています。それをデコード(復元)するのびドルビープ □□ 
ジックデコーダーです 。 MOVIE THEATER プ□グラムは、 
エン コード•デコード処理によって失われびちな拡びり感や 
微妙な音の ニュアンス までち再現しよラといラちのでず。 

雄大な音場空間を表現でさ、サラウンド音に広がりを持た 
せることで包囲感び表現できます。また、フ□ントにち奧 
行さび出て、ドルビーステレオ映画館のよラな臨場感び再 
現でさます。 


■ ドルビープ□□ジック II/DTS Neo :6 

ドルビープ□□ジック II と DTS Neo : 目デコーダーは2チヤンネルを已または6チヤンネルにデコードします。映画巧の 
Movie / Cinema と2チヤンネルオーデイオソース用の Music の2種類のモードびあります。 
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音場プ □ グラムー ! 


入力信号別音場プ□グラム名一覧 

CINEMA DSP 音場プ□グラム N 0.7〜9のプ□グラム名は、本機に入力されている信号の種類と、デコーダーの動作によ 
り名前び変わります。 


No. 

入力信号 

プ□グラム 

アナ □ グ、 PCM 、 

ド ルビー デジタル (2ch )、 
DTS(2ch) 、 AAC ( 吕 ch) 

ドルビーデジタル 

DTS 

AAC 

7 

MOVIE THEATER 1 

Spectacle 

Spectacle 

Spectacle 

Spectacle 




♦■Spectacle EX 

が Spectacle ES 

*'Spectacle EX 



Sci-Fi 

Sci - 円 

Sci-Fi 

Sci - 円 




*'Sci-Fi EX 

が Sci- 円 ES 

*'Sci-Fi EX 

8 

MOVIE THEATER 2 

Adventure 

Adventure 

Adventure 

Adventure 




*'Aclventure EX 

"^Adventure ES 

*'Adventure EX 



General 

General 

Gensral 

General 




*1 日 eneral EX 

巧 General ES 

*'Generai EX 

9 

DOLBY DIGITAL/ 
DTS/ 

AAC SURROUND 


DOLBY DIGITAL 

♦IDOL 巨 Y D EX 

DTS 

*4DTS/ES Matrix 6.1 

巧 DTS/ES Dscrt 6.1 

AAC 

*1 冉 AC/DOL 巨 Y EX 




DOLBY DIGITAL/ 
Enhanced 

*iD0L 巨 Y D EX/ 
Enhanced EX 

DTS/Enhanced 

巧 DTS ES/ 

Enhanced ES 

冉 AC/Enhanced 

*'AAC DOLBY EX/ 
Enhanced EX 


リモコンの 6.1/ 已 .1 キーを押すと已 .1 チヤンネルのソースを目.1チヤンネルで再生できます (41 ぺージ)。 


ドルビーデジタル EX デコーダー動作時(〔亜!り点灯時） 

ぉ DTS - ES ディスク U - 卜またはマトリクスデコーダー動作時 (ES DISCRETE または ES MATRIX インジケーター点口 
時） 

DTS - ES ディスクリートデコーダー動作時 (ES □に CRETE インジケーター点な時） 

DTS - ES マト U クスデコーダー動作時 (ES MATRIX インジケーター点灯時） 


ごミ主意 


AAC の2チヤンネルステレオ信号は 、 DTS Neo :6 デコーダーでは再生できません。 


音場プ□クラムを 
使いこなず 
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固回 
(Movie) 


齒 


回 



同回回囚回回 


A 么& 



齒 

回 j ^ c | 凹 

(Cinema; 


⑨ DTS Neo ：6 


齒 

回画画 


gg 質 



再生するソースに含まれている信号成分によっては、スピー 
力一から音が出なかったり、 かさい音しか出ない場合もあり 
ます。映画の効果音など、シーンに合せて部分的にしか使用 
されないチャンネルちあ0ます。 

イラスト中の各スピーカーのイラストは、音び出ているか 
どラかを示します。 

A 

U 音び出ているスピーカー 
□ 音の出ていないスピーカー 


表の見かた 

表中のイラストは、目つのスピーカーを示します。 

L : メイン L スピーカー RL : リア L スピーカー 

C :センタースピーカー R 巳： リアセンタースピーカー 
R : メイン R スピーカー RR : リア R スピーカー 




® ENTERTAINMENT 
6 ch Stereo 


囚鸟回 


齒 

回凹 

PRO LOGIC) 







入力信号と再生スピーカー対応表 

入力信号の種類によって、下図で示されたスピーカーから音声び出力されます。 
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オリジナルのリスニング損境をつ < る 


パラメーターを変更ずる 


各音場プ□グラムパラ方ーターは、初期設定のままで十分 
お楽しみいただけます。基本的に設定を変更する必要はあ 
りませんび、各音場プ□グラムパラ方ーターを調節するこ 
とで、才 U ジナルの U スニング環境をつくることびできま 
す。 


B 他の音場プ□グラムの パラメーターを 変更したいとき 

は、手順2〜4を繰り返ず。 


セツ ト^ニユ ー rOPTION -2 MEM. GUARD 」 が ON に設定さ 
れている場合は、 パラメーターを 変更できません。 パラメー 
夕一を変更する前に、 日 FF に設定してください。 


選おする音場プ□グラムによって、調節できる内容び異なり 
ます。各パラメーターの説明を参照ください。 

VCfi 1 VCRS/DVn * * *MV> 

〇 Q 〇 0-1 


— 

— 


+ 

早 

早 


VCUiME 

n 

n 




52 ^ 2の 
W じ口巧 
巧！"^巧 四 



-2 


U AMP キーを f 甲ず。 


巧 


a 音場プ□グラムを選巧ずる。 


ROCK EMTEfl- 
CONCERT TA … MENT 


心'^分の 

MUSIC TV MOVIE MOVIE 

VIDEO THEATEfl THEATER 1 — 

巧© 0 

SUR. NIGHT 6.1/5.1 STEREO 、 

( 9 I ( 。 J C*1 口） （邮呵 


El へ / v キーを押して、変更したい pAs 。™ 

項目を選巧ずる。 |科-. 


11 SMcf] J > || + 




□ </〉キー を} 甲して、 バ ラメーター 

を変更ずる。 


-巧 


も 


音場プ□クラムを 
使いこなず 
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オリジナルのリスニング環境をつくる 


パラメーター ガイド 

音場プ□グラムごとに DSP 処理の構造び違います。 UTF のパラ方ーターはすべての音場プ□グラムで設定でをるわけでは 
ありません。 

■ DSP LEVEL(DSP レべ J レ） 巧変節囲：一目〜 +3dB 

機能： DSP エフェクトレベル惊力果音)の微調節 

解説： DSP エフェクト音全体のレベルを微調節するパラ方ーターでず。 

■ DELAYl ： r イレイ） 巧変節囲： i 〜 9 日 ms ( 信号、音場プ □ グラムにより変わりまず） 

磯能：方インスピーカーか5音が出力されるタイミングと、 U アスピーカーか5サラウンド音び出力されるタイミングと 
の時間差を調節 

解説：値を大きくするほどサラウンド音び遅れて出力され、音場空間び大きく感じられます。 

6ch StereD 用 

■ CT l_EVEL ( センターレベル） 

機能：日 ch Stereo 音場でのセンターチャンネルの出カレベルの調節 

■ RL l_EVEL (リア•レフト • レベル） 

機能：目 ch Stereo 音場での U ア L チャンネルの出カレベルの調節 

■ RR l_EVEL (リア.ライト•レベル） 

機能：目 ch Stere 日音場での U ア R チャンネルの出カレベルの調節 

■ RC l_EVEL (リア•センター•レベル） 

機能：目 ch Stereo 音場での U アセンターチャンネルの出カレベルの調節 

PRO LOGIC II Music 用 

■ PANORAMA (パノラマ） 

機能：□日 LB 丫 PRO LOGIC II のフ n ント音場の拡が〇感を調節 

■ DIMENSION (ディメンション） 

磯能 ： DOLBY PRO LOGIC II のサラウンド音場のフ□ント側とリア側のレベル差を調節 

■ CT WIDTH (センター•ウィドゥス） 巧変節囲 : 〇 〜7 

磯能 ： DOLBY PRO LOGIC II のセンター音声の左ちへの拡げりを調節 

DTS Neo: 色 Music 用 

■ C. IMAGE (センター•イメージ） 巧変節囲 : 〇〜〇.己 

機能 ： DTS Ne 日:目のフ□ント音場のおびり感を調節 


巧変節囲: 〇〜100% 

巧変範囲: 〇〜100% 

巧変節囲: 〇〜100% 

巧変節囲: 〇〜100% 

巧変節囲: ON/OFF 

巧変節囲： 一 3〜 STD 〜+3 
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セットメニューは、じ(下のように巧途、機能別に4つのカテゴ U —に分類されています。 


■ BASIC 

本磯を使用する前に、システムにあわせてあらかじめ設定 
しておく基本的な項目です。 L 处下の2つのメニューびあ0 
ます。 

1 SETUP 

2 SP LEVEL 

■ SOUND 

音青出力に関する設定項目です。音質、音色を調節するこ 
とびでをます。拟下の6つの^ニューびあ0ます。 

1 SPEAKER SET 

2 SP DISTANCE 

3 LFE LEVEL 

4 D. RANGE 

已 CENTER GEQ 


■ INPUT 

信号入出力に関する設定項目です。入出力端テの割0当て 
を変更することびできます。の2つのメニューびあり 
ます。 

1 I/O ASSIGN 

2 INPUT MODE 

■ OPTION 

便利な補足設定です。ディスプレイの明るさを変更した0、 
設定を保護することびでさます。 L 处下の日つのメニューび 
おります。 

1 DISPLAY SET 

2 MEM. GUARD 

3 AUDIO MUTE 

4 ZONE SET 


6 HP TONE CTRL 已 DUAL MONO 


セツトメニューで設定を巧ちする 


本機には、お使いのシステムで最適な音声や映像をお楽しみいただけるように、下記のセット^ニューで設定を変更する 
ことげできます。お使いの環境にあわせて設定を変更してくださし、。 

ぶ'- ヒント 

再を中でも、セット;ニューで設定を変更できます。 

ナイト U スニングモードで再生中は、一部のセット;ニューが設定できません。設定する前にナイト U スニングモードを解除し 
てください (32 ぺージ)。 

セットメニュ-覧 


使用環境に 
あわせて設定ずる 
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H へ八/キーを繰り返し巧して、設 
定したいメニューがあるカテゴ 
リーを選ぶ。 


PRESET 畑 

JR: 


-CO r 化让口 I 




か-ヒント 

SET MENU キーを繰り返し押しても、 V キーと同じ順 
番でカテゴ U —を選べます。 


ます。 


に < J hs Ec I ]*> 


または 


「 BAS に」び選択されているとをにへキーを押すと、セット 
メニユーモードが終了してしまいます。 （ rOPTI 日 N 」 が選択 
されているとをに^キーを押す場含も同様です。）セットメ 
ニューに戻るには 、 SET MENU キーを押します。 




3 , 5,8 
4 , 6,7 


因 


か-ヒント 

入力び TUNER 政がのときは、本体の NEXT キーと SET 
MENU +/- でも操作できます。 NEXT キーを押して設定し 
たいカテゴ U -/ 項目を選択してから 、 SET MENU +/- を 
押して設定値を変更します。 


I 」モコンで操作します。 




U 


因 


Ei SET MENU キーを巧ず。 


SET MENU 


A / B / C / S ^ iA 


II AMP キーを押して AMP を選択 
ずる。 


旦 


巧 


</>キーを巧ず。 



へ 



IsaECTi 1 > JI 

LJI 


も 


へ八/キーを繰り返し巧して、設 
定したいメニューを選ぶ。 


に < J hs Ec I ]■> 


</>キーを f 甲ず。 

選んだ方ニューの設定モード [ 

入り、現在の設定び本体ディスプ- 
レイに表示されます。 


PflESETCH 

m 




も 


項目によっては八/ V キーを押して、サブメニューを選 
びます。 

く/〉キーを繰り返し押して、設定を変える。 

セツトメニューを終了ずるときは、メニュー表示が消え 
るまで、へ/ v キーを繰り返し巧ず。 


音場プ□グラム キーを 巧してもセツトメ ニューを 終了す 
ることびでさますが、巧したプ□グラムに設定び変わり 


セツトメニューの操作手順 


一で設定を変更する 


ごま意 


ごま意 


| 〇 | を ®I 
贯 ijoi} 
臂思 i の 

雙浸® 


6 

5 



量 



E 


葛 

0 

© 

〇 

智 

0 

• S 
踢 
0 

輝 

1而1 




-L 

■4 


3* 
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使用環境にあわせて簡単に設定ずる （ BASK ) 


お使いのシステムにあわせて、簡単に再生に適した設定にします。設定のしかたは、27〜2目ページを参照してください。 

BASIC メニユーと SOUND メニユー 

巳 AS に;ニューは、 「 S 0 UND -1 SPEAKER SET 」 と 「 S 日 UND -2 SP D 旧 TANCE 」 を簡単に設定できるようにしたもの 
です。巳 AS に;/ニューにより、ヤマ八が推奨する U スニング環境を簡単に設定することがでさます。巨 AS に^ニューで設 
定したあとは、 S 日 UND ；^^ ニューを設定する必要はありませんが、 SOUND メニューにより、さらに細かい設定をすること 
がでさます。 


S 日 UND ；>< ニューで設定したあとに、 r 巳 AS に-1 SETUP 」 で SET を選択すると、 S 日 UND ；>< ニューで設定した内容が 
無効になります。 S 日 UND ；>< ニューで設定したあとは、目 AS に;/ニューに入 b ないよラごミ主意ください。あやまって 
巳 AS に;><ニューに入った場却ま、 [ BASIC - 1 SETUP 」 で CANCEL を選択して、ニューから抜けてくださいに8ぺ一 
ジ)。 


音芦出力を設定ずる （ SOUND ) 


■ システムにあわせて、 スピーカーモード 
を設定する 
(SPEAKER SET) 

ご使用になるスピーカーシステムに合わせて、スピーカー 
モードを設定します。 

ぶ--ヒント 

スピーカーの設定項目では、目安として、ウーファーの□径 
び]巨 cm 政下のスピーカーをお使いの場含は SML 、 それ切 
上の□径の場合は LRG をおすすめします。 


48 kHz を超えるヴンプ U ング周波数のデジタル信号び入力 
された場合は、項目によっては、設定が再生音芦に反映され 
ない場合びあります。 

1 A CENTER ( センタースピーカーモード） 

センタースピーカーの性能や有無に応じて、出カモードを 
設定します。 

選択項目： LRG (大)、 SML (か)、 N 日 N (なし） 

初期設定 ： SML 


センタースピーカーを使用しないとさのモードです。セン 
夕ーチヤンネル信号は、メインの L / R スピーカーに同じレ 
ベルで振り分けられます。 


1B MAIN (メインスピーカーモード） 

方イン L / R スピーカーの性能に応じて、出カモードを設定 
します。 

選択項目： LARGE (大)、 SMALL (ル） 

初期設定： LARGE 

LARGE 

方インスピーカーに大型のスピーカーを使用するモードで 
す。；<イン L / R チャンネル信号の全帯域げ、そのまま;<イ 
ン L / R スピーカーに出力されます。 

SMALL 

方インスピーカーにル型のスピーカーを使用するモードで 
す。方イン L/R チャンネル信号の目 OHzl^TF の低音域は、 
riE 目 ASS 」 で選択されたスピーカーに出力されます。 


センタースピーカーに大型のスピーカーを使用するモード 
です。センターチヤンネル信号の全帯域び、そのままセン 
タースピーカーに出力されます。 


SMALL 設定時でも、 「 IE 目 ASS 」 の設定が MAIN の場合は、 
；><イン L / R チヤンネル信号の目 OHz 政下の低音域はメインに 
出力されます。 


センタースピーカーにル型のスピーカーを使用するモード 
です。センターチャンネル信号の9日 Hzl ^ 处下の低音域は、 
「 IE 日 ASS 」 で選択したスピーカーに出力されます。 


使用環境に 
あわせて設定ずる 
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一で設定を変更する 


1C REAR LR (リア L/R スピーカーモード） 

U ア L / R スピーカーの性能や有無に応じて、出カモードを 
設定します。 

選択項目： LRG (大)、 SML (ル)、 N 日 N (なし） 

初期設定： SML 

LRG 

リア L/R スピーカーに大型のスピーカーを使巧したり、 U 
ア L/R スピーカーに U ア側サブウーファーをスピーカー 
ケーブルで接続して使用する場をのモードです。 U ア L/R 
チャンネル信号の全帯域び、そのまま U アスピーカーに出 
力されます。 

SML 

リア L / R スピーカーにル型のスピーカーを使巧するモード 
です。 U ア L/R チャンネル信号の QOHzL^TF のほ音域は、 
「1 E 巨 ASS 」 で選択されたスピーカーに出力されます。 

NON 

U ア L / R スピーカーを使巧しないとさのモードです。 


ごミ主意 


「1 C REAR LR 」 を NON に設定すると「1 D REAR 巳 T 」 はス 
キップされます。 

ぶ'-ヒント 

nc REAR LR 」 を NON に設定するとバーチャルシネマ 
DSP モードになります (43 ページ)。 

1 D REAR CT (リアセンタースピーカーモード） 

リアセンタースピーカーの性能や有無に応じて、出カモー 
ドを設定します。 


ごミ主意 


nc REAR L / R 」 び N 日 N に設定されている場合は設定でき 
ません。 

選択項目： LRG (大)、 SML (ル)、 N 日 N (なし） 

初期設定 ： SML 

LRG 

U アセンタースピーカーに大型のスピーカーを使用する 
モードです。 U ア L / R チヤンネルに含まれる U アセンター 
信号の全帯域びそのまま U アセンタースピーカーに出力さ 
れます。 


SML 

U アセンタースピーカーにル型のスピーカーを使用する 
モードです。 U アセンター信号の目 OHz 政下の低音域は 
「1 E 目 ASS 」 で選択したスピーカーに出力されます。 

NON 

U アセンタースピーカーを使用しないとさのモードです。 
U アセンターチャンネル信号は U ア L / R チャンネルに S ッ 
クスされます。 

1 E BASS (バスアウトモード） 

LFE / BASS 信号を出力するスピーカーを設定します。 
( LFE 信号：ドルビーデジタルや DTS 動作時に出力される低 
域効果音。低音域信号は 90 HZ 1； (下。） 

選択項目： SWFR (サブウーファー)、 

MAIN (^ イン）、目日 TH (両方） 

初期設定 ： BOTH 

SWFR 

サブウーファーを使用する場合のモードです。 

LFE と、1 A 〜 ] D の設定によ0他チャンネルの低音域 
(目日 HzUTF ) び、サブウーファーに出力されます。 

MAIN 

サブウーファーを使用しない場合のモードです。 

LFE と、1 A 〜]□の設定により他チャンネルの低音域 
(目日 HzUTF ) び、メイン L / R スピーカーに出力されます。 

BOTH 

サブウーファーを使用し、さらにメインスピーカーモード 
の設定に関わりなく、；<インスピーカーの SOHzL ^ TF の低 
音域を LFE チャンネルにミックスする場合のモードです。 

イン L / R の低音域び;< イン L / R スピーカーとサブウー 
ファ ーの両方から 出力されます。 


ごを意 


1 A 〜1 D の設定を SML または SMALL にすると他チヤンネル 
の低音域 (90 Hz 切下)および LFE 信号が「1 E 目 ASS 」 で設定 
されたスピーカーに出力されます。 
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■各スピーカーか! 5 リスニングポジショ 
ンまでの距離を設定する 
(SP DISTANCE) 

通常センタースピーカーは;イン L / R スピーカーと同一線 
上に、 U アセンタースピーカーはリア L / R スピーカーと同 
一線上に設置しますび、本来ならば同時に出た音び同時に 
リスニングポジションに届くよラに、各スピーカーか5リ 
スニングポジションまでの距離び同一になるのび理想的で 
す。本機では各スピーカーか5リスニングポジションまで 
の距離を設定することにより、ディレイタイム(遅延時間） 
を自動的に算出し、各スピーカーか5の音び同時にリスニ 
ングポジションに届くよラに補正します。 

〇 へ/\/キーを巧して、 UNIT を選巧ずる。 

0" </>キーを巧して、距離の単位を選択ずる。 

meters 、 feet か5選択します。 


ごミ主意 


選択する単位により、設定内容(初期設定、設定項目な 
ど)び変わります。 

0" へ/ N / キーを 押して、距離を設定ずる スピーカーを選択 

ずる。 

EI </>キーを巧して、距離を設定ずる。 

>キーを巧すと数値び大さくなり、〈キーを押すと数値 
びルさくな0ます。 


一 - C :、、 _ 

口-回…巧 

、 I < . 



' I '、 

、 JRL]---*|RC}---|RR]/ 
: RL: ； : RR: 

-- I " お’:-一’ 


meters で設定ずる 

可変範囲： 0.3 日〜24.日 Om (メイン L / R 、 センター、 
リア L / R 、 リアセンター) 

初期設定： 3.日日 m (;>^ イン L / R 、 センター、 U ア L / R )、 
2.10 m (リアセンター） 

feet で設定ずる 

可変範囲： ] .日〜80.0れ(メイン L / R 、 センター、 

リア L / R 、 リアセンター) 

初期設定：10.0 ft (メイン L / R 、 センター、リア L / R )、 
7. 日れ（リアセンター） 


■ LFE (ほ域効果音)の再生レベルを調節 
する 

(LFE LEVEL) 

ドルビーデジタル、 DTS および AA 巳での LFE 信号の再生レ 
ベルを調節します。 LFE 信号とは、意図されたシーンでの 
み出力される重低音による効果音です。 

巧変範囲： 一20 〜 0( d 日） 

巧期設定： OdB (スピーカー、へッドホンとも） 

D ヘレ キーを巧して 、 SP LFE (スピーカー)または HP 

LFE (へッ ドホン)を還がずる。 

B </>キーを巧して、レベルを調節ずる。 


ご注意 


使用するサブウーファーやへッドホンの能力に応じて、レべ 
ル調節を行ってください。 

■ ドルビーデジタル再生時のダイナミッ 
クレンジを設定する 
(□.RANGE) 

ドルビーデジタル再生時のダイナ S ックレンジ(最大音量か 
5最ル音量までの幅)を、3段階か5選択します。 

選択項目： MAX 、 STD、MIN 

颗]期設定： MAX (スピーカー、ヘッドホンとも） 

MAX 

信号ソースのダイナミックレンジを最大限に再生します。 

STD 

ソフト制作者び家庭用として推契するダイナミックレンジ 
です。 

MIN 

か音量でち聴さやすく、深夜の視聴に適したダイナ S ック 
レンジです。 


ごミ主意 


ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジの 
MIN に対応していないため、音量び極端に下びる場合びあり 
ます。このよラな場合は、ダイナミックレンジを MAX また 
は STD に設定してご使用ください。 


使用環境に 
あわせて設定ずる 
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一で設定を変更する 


■ センタースピーカーの 音色を調節ずる 
(CENTER GEQ ) 

センター スピーカーの 音色を、^イン L/R スピーカーの 音 
色と合わせるために、センターチヤンネルのグラフィック 
イコライヴーを調節します。100 Hz 、 300 Hz 、1 kHz 、 
3 ldHz および1日 kHz の周波数び選べます。 

可変範囲：一目〜+目 ( d 巨） 

初期設定：（已バンドともに）0服 

H へ/ v キーを巧して、調節ずる周波数を選ぶ。 

0 </>キーを巧して、レベルを設定ずる。 

ぶ'-ヒント 

テストトーン使用時に 、 「CENTER GEQ 」 の調節を行ラと、 
テストトーンを聞さなびらセンタースピーカーの音色を調節 
できます 。 「CENTER GEQ 」 の手順を行う前に TEST キーを 
押します 。 「CENTER GEQ 」 の操作を始めると、テストトー 
ンの出力はセンタースピーカーに固定されます。周波数を変 
えながら音色を;>< インスピーカーの音色に近くなるよラ調整 
します。テスト!-ーンを終了するには TEST キーを巧します 
(30 ページ)。 

■へッドホンか!5の出力音声を調節ずる 
(HP TONE CTRL ) 

へッドホンの低音域 ( HP 巨 ASS ) および高音域 (HP TRBL ) 
を調節します。 

可変範囲：一目〜 +3( cl 巨） 

初期設定：（低音域、高音域とちに) Od 巨 
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入出力設定を変更ずる （INPUT) 


■入出力端子の割り当てを変更ずる 1D (5) DIGITAL INPUT COAXIAL 端子 

( I/O ASSIGN ) 

使用ずる機器と、本機の04 VIDE 日入力端テやデジタル入 選択項目：（己） CD 、 VCR 2/ DVR、VCR K V - AUX 、 
出力端子の機器名び異なる場含に、使用する機器に含わせ D - TV / C 目し DVD 、 MD / CD-R 

て端子を割り当てることびできます。使用する機器により 初期設定：（己 ） CD 

デジタル入力端テび足りなくなった場合などに、端テの割 例： D に ITAL INPUT COAXIAL ( CD ) 端テに DVD レコー 
り当てを変更することで、より多くの機器を使用すること ダーを接続した場合、 「 VCR 2/ DVR 」 に変更します。 

びでさます。割0当てを変更すると、変更後の機器を入力 

選択キーで選おでさます。ここでは、 DVD レコーダーを接 圓電を人す I たとをの人カモードを設定 
続し、各端テの割り当てを rvcR2 / DVR 」 に設定する場合 ずる （INPUT MODE ) 

を例に説明します。設定後は入力選択キーの rvCR 2/ 再生機器をアナ□グ/デジタル両方の入力端テに接続してい 
□ VR 」 を押すと、 DVD レコーダーを選択でさます。 る場合に電源を入れたとさの入カモードを設定します。 


それぞれの項目 （1 A 〜1 D ) の中で、同一の端テ名を指定する 
ことはできません。 

1A [A] [B] D4 VIDEO 端モ 

選お項目： [ A ] DVD 、 VCR 2/ DVR、VCR K V - AUX 、 
D - TV / C 巨し 

[巨] D - TV / C 巨し、 DVD 、 VCR 2/ DVR 、 

VCR K V-AUX 
初期設定： [ A ] DVD 

[巨] D - TV / C 巨 L 

例： D 4 VIDE 日 ( DVD ) 端テに DVD レコーダー■を接続した 
場合、 [ A ] の設定を 「 VCR 2/ DVR 」 に変更します。 

1B (1)DIGITAL OUTPUT OPTICAL 端子 

選お項目： (1) MD / CD - R . CD 、 VCR 2/ DVR 、 

VCR 1、 V - AUX 、 D - TV / C 巨し DVD 
初期設定： （1) MD / CD-R 

例 ： DIGITAL OUTPUT 日 PT に AL ( MD / CD - R ) 端テに 
DVD レコーダーを接続した場合、 「 VCR 2/ DVR 」 に変 
要します。 

1C (2) 〜 (4) DIGITAL INPUT 日 PT に AL 端子 

選択項目： （2) MD / CD - R 、 CD 、 VCR 2/ DVR 、 

VCR K D - TV / C 巨し DVD 

(3) DVD 、 MD / CD - R 、 CD 、 VCR 2/ DVR 、 
VCR K D - TV / C 巨 L 

(4) D - TV / CBL 、 DVD 、 MD / CD - R 、 CD 、 
VCR 2/ DVR、VCR 1 

初期設定： （2) MD / CD-R 

(3) DVD 

(4) D - TV/C 巨 L 

例 ： DIGITAL INPUT 日 PT に AL ( MD / CD - R ) 端テに DVD 
レコーダーを接続した場を、た)の設定を rVCR 2/ 
DVR 」 に変更します。 


選択項目： AUTO、LAST 
初期設定 ： AUTO 

AUTO 

最後に操作したとさの入カモード設定に関わ5ず、本機の 
電源を入れると入カモードび自動的に AUT 日に設定されま 
す。 

LAST 

最後に操作したときの入カモード設定び、そのまま適用さ 
れます。 

LAST を選択しても、巨.1/已 . 1キーの設定は記憶されませ 
ん 


使用環境に 
あわせて設定ずる 
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一で設定を変更する 


その他の設定 (OPTION) 


■表示の設定を変更する 
(DISPLAY SET) 

本体ディスプレイの明るさなどを設定します。 

DIMMER (ディマー) 

本体ディスプレイの明るさを調節します。 

可変範囲： 一4〜〇 
初期設定： 0 

〈キーを押すと本体ディスプレイび暗くな0ます。 

V CONV . (ビデオコンバージョン） 

S ビデオ入力信号びない場合にコンポジットビデオ入力信 
号を S ビデオ信号に変換する機能を設定します。 

選択項目：日 N、OFF 
初期設定：日 N 

ON 

コンポジットビデオ入力信号を S ビデオ信号に変換して、 
S VIDEO MONITOR 日 UT 端テにも出力します。 

OFF 

コンポジットビデオ入力信号を S ビデオ信号に変換しませ 
ん。 

■ 変更した設定値を保護ずる 
(MEM. GUARD) 

変更した設定値を保護します。日 N に設定すれば、誤操作に 
よる設定値の変更を防ぐことびでさます。 

選択項目：日 N、OFF 
初期設定： OFF 

日 N に設定したとさに保護される設定は、 UTF のとお0で 
す。 

. 音場プ□グラムのパラ;<ーター設定値 
- rOPTION -2 MEM . GUARDjm 外のセット;<ニユー設定 
値 

•センター、リア、 U アセンター、サブウーファーの音量 


■ミュート(消音）レベルを設定ずる 
(AUDIO MUTE) 

ミュート時(消音時)に下げる音量を調節します。 

選択項目： MUTE 、 一已日 d 目、 一20 d 目 
初期設定 ： MUTE 

MUTE 

完全に消音し、無音にします。 

-已〇服 

いま聴いている音量よりも、已〇服下げて再生します。 

-20服 

いま聴いている音量よりも、20服下げて再生します。 

■ スピーカー B の設置場所を設定ずる 
(ZONE SET) 

リアパネルの SPEAKER 巨端子に接続されるスピーカーの 
設置場所を設定します。 

選択項目： MAIN、ZONE B 
初期設定 ： MAIN 

MAIN 

スピーカー B びメインルームに設置されている場含、この 
設定にします 。 SPEAKERS A / B スイッチの操作によりス 
ピーカー A 、 目を日 N / OFF します。 

Z 0 NEB 

スピーカー B を別の部屋に設置する場合、この設定にしま 
す 。 SPEAKERS A スイッチを日 FF 、 巨スイッチを日 N にす 
ると^インルームのすべてのエフェクトスピーカーは 
S ュートされ、スピーカー B のみに音青び出力されます。 

ぶ'- ヒント 

. 本機の PH 日 NES 端子にへッドホンを差し込むと、ヘッドホ 
ンとスピーカー目の両方から音声が出力されます。 

. 音場プ□グラムを使用している場合は、自動的にバーチャ 
ル巧生になります。 


ごミ主意 


-設定を ON にすると、他のセツト;ニューは呼び出せませ 
ん /。 

•設定を ON にすると、テストモードに入れません。 
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■ 二重音声出力時の出カモードを変更ず 
る (DUAL MONO ) 

BS デジタル放送などで使われる、モノラルニ重音声出力 

時のま音青と副音声の出カモードを設定します。 

選お項目： MAIN 、 SUB、ALL 

初期設定 ： MAIN 

MAIN 

主音声のみをメイン L / R スピーカーか 5 出力します。 

SUB 

副音声のみをメイン L / R スピーカーか5出力します。 

ALL 

主音青と副音青を方イン L / R スピーカーからそれぞれ同時 

に出力します。 PCM 信号び入力されている場合の L / R チャ 

ンネルへの音声の振り分けは、再生機器 (チュ —ナ—等)の 

設定によって異なります。詳しくは再生機器の取扱説明書 

を参照してください。 

-モノラルでない二重音青の出力は、本機で設定でをません。 
再生機器側で設定してください。 

-この設定は、 AAC 、 ドルビーデジタル、 DTS 信号の二重音 
青(デュアルモノ）信号および AAC の多重音声(マルチモノ） 
信号受信時のみ有効になります。ただし、 AAC 信号音声の 
第3、第4チトンネルを選択することはでさません。再生機 
器側で設定してくださし、。 

-地上波放送などの、アナ□グや PCM 信号での二重音青は、 
チューナーやビデオデッキ側で音声の主/副を選択してくだ 
さし、。 


使用環境に 
あわせて設定ずる 
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テスト!-ーンを使って、 U スニンクポジションで聞こえる 
各スピーカーか5の音量び一定になるように調節します。 


〇 〇 〇 IZh - 


rn 

口 


+ 

西 
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VOLUME 

□ 

□ 




再生音を聴きなび5、各スピーカーか5の音量を調節しま 
す。 

〇 〇 〇 0^1 


— 

— 

+ 

g 

Z 
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II AMP キーを押して AMP を選択する 

B TEST キーを巧ず 

テスト I -ーンび出力されます。 

0" へ / V キーを 繰り返し巧して、調節したい スピーカーを 

選ぶ。 

V キーを 押すごとに、下記の順に調節するスピーカーび 
切り誓わります。 

TEST LEFT がイン L ) 一 TEST CENTER (センター)一 
TEST RIGHT がイン R ) 一 TEST R SUR .( U ァ R ) 一 
TEST REAR CNTR ( iJ ァセンター)一 TEST L SUR . 
( U ア L ) 一 TEST SUBW 日日 FER (サブウーファー) 一... 
(ヘキーを巧すと、上記とは逆の順に切0誓わ0ます。） 

EI く/ >キーを 押して、 スピーカーの 音量を調節ずる。 

Ej 調節が終わった 5、 TEST キーを巧ず。 

テストトーンび止ま0ます。 


ごま意 


. へッドホンを接続していると、テストモードに入れません。 
PHONES 端子からへッドホンを抜いてください。 

-セットメニュ ー「 SOUND "] SPEAKER SET 」 で NON に言受 
定されているスピーカーの音量は調節でさません。 

.セット;><ニュ ー「 SOUND -] SPEAKER SET 」 の「]£ 
巨 AS 引び MAIN に設定されている場合、サブウーファーの 
音量は調節でさません。 

. テストトーンで調節したスピーカーの音量は、 「 BAS に-1 
SETUP 」 で SET を選択すると無効になります。調節後は 
巨 AS にメニューに入 b ないよラごミ主意ください。あやまっ 
て巨 AS に六ニューに入った場をは、「日 AS に-1 SETUP 」 で 
CANCEL を選択して、六ニューから抜けてくださいに8 
ぺージ)。 

娘ヒント 

再生するソースによっては、テスト!-ーンで調節したスピー 
カーの音量がお好みに含わない場含びあります。この場合 
は、再生しなびら調節してください。 


II AMP キーを巧して AMP を選択ずる。 

B LEVEL キーを繰り返し押して、調節したいスピーカー 

を選ぶ。 

LEVEL キーを押すごとに、下記の順に調節ずるスピー 
力一び切り 誓わり まず。 

MAIN L (メイン L ) 一 CENTER (センター)一 MAIN R 
(；< イン R ) 一 R SUR . OJ ア R ) 一 REAR CT ( U アセン 
夕一)一 L SUR . O 」 ア L ) 一 SWFR (サブウーファー)一 
MAIN L (メイン L ) 一... 

ぶ'- ヒント 

LEVEL キーで レベル表示にすると、へ /V キーで もス 
ピーカーを 選べます。 

0ソ> キーを 巧して、 スピーカーの 音量を調節ずる。 

-センター、 U ア L / R および U アセンタースピーカーの 
調節範囲は、 - 1日〜+ ] 日服です。 

-^イン L / R スピーカーおよびサブウーファーの調節範 
囲は、-2日〜0服です。 


ご注意 


セット六ニュ ー「 SOUND "] SPEAKER SET 」 で N 日 N に言受 
定されているスピーカーの音量は調節できません。 

セットメニュ ー「 S 曰 UND -1 SPEAKER SET 」 の 「IE 
巨 ASS 」 が MAIN に設定されている場含、サブウーファーの 
音量は調節でをません。 

LEVEL キーで スピーカーの音量を調節すると、テスト トー 
ンで調節したスピーカーの音量も変更されます。 

LEVEL キーで 調節したスピーカーの音量は、 「 BAS に-1 
SETUP 」 で SET を選択すると無効になります。調節搔は 
巨 AS にメニューに入5ないよラごミ主意ください。あやまっ 
て巨 AS にメニューに入った場をは、「目 AS に-1 SETUP 」 で 
CANCEL を選択して、^ニューから抜けてくださいに8 
ぺージ）。 


スピーカーの音声出カレベルを調節する 


テスト I ンを使って調節ずる 再生しなび5調節ずる 
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共通操作キー 


★★キーと入力選択キーは 
各機器の操作範囲を切り替 
えます。 

★★キーは本機の入力選択_4 
キーに関係なく他の機器を 
操作でさます。 


スこ 


号 


U モコンのはた6を 


付属の U モコンを使って、本機!;(がのヤマノ V 製/他社製 AV 機器を操作でさます。本機 L がが) A V 機器を操作するには、メー 
カーコードを設定する必要びあります。 


ごま意 


• U モコンの操作範囲と乾電池については]已ページを参照してください。 
•各部分の名称とはたらさについては、] 2、 ] 3ページを参照してくださし、。 


リモコン操作節囲 


■ 本機を操作する ■ 他の機器を操作する 

本機の操作に使用するキーは下図の灰色で示した部分です。下の影部分内のキーは他の機器を操作するために使巧しま 
点線部分巧のキーはどのモードでち機能します。その他の す。入力選択キーを巧して選んだ機器によって各キーの機 
灰色部分のキーを使用するには AMP キーを巧して AMP を 能び変わります。 

選択します。 


，和 


^YAMAHA 


機器操作寵囲 

★★キーおよび入力選択キーごとに^一力ーコードを 
設定することで、日台までの異なる機器を操作できま 
す (6 已ページ)。 


I 〇 I I « 〇 <1 I I |audioJ 
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u モコンのはたらさ 


-' V ニヒント 

- ] 巧入力するごとに TRANSMIT インジケーターび1回点滅 
します。4巧分び正しく入力された場含は、最後に 
TRANSMIT インジケーターが2回点ミ威します。 

• TRANSK / HT インジケーターび素早く日回点滅した場合は、 
メーカーコードび正しく入力されていません。ちラー度入 
力し直してください。 


リモコンを初期化ずる 

設定したゾーカーコードを取り消すことびできます。 


U モコンで操作でをる機器を}旨定 
ずる 


-カーコードを設定することにより、本機のリモコンで 
他のメーカーの機器を操作することびできます。ゾーカー 
コードは各入力選択キーまたは★★キーに設定することび 
できます。下表のよラに、 CD 、 MD / CD - R 、 TUNER、DVD 
の入力選択キーには工場出荷時にあ5かじめヤマ八のメー 
カーコードび設定されています。詳しくは、本書末に記載 
の「方一力ーコードー覧」 (73 ぺージ)を参照してください。 


EI 数字キーを巧して、使用ずる機器のメーカーコード (4 
巧の数字)を入力ずる。 


お使いのヤマノ V 機器によっては初期設定されているヤマノ V の 
メーカーコードでは操作できない場をびあります。この場合 
はヤマ八の別のメーカーコードをお試しください。 

I 設定を変更したい入力選巧キーまたは★★キーを押ず。 



11「リモコンで操作できる機器を指定ずる」の手順2まで 
操作ずる。 

取り消したい方一力ーコードび設定されている入力選 
おキーを巧してください。 

B 数字キーを f 甲して、 rooooj と入力ずる。 

TRANSMrr インジケーターび2回点滅し、選択した機 
器の方一力ーコード設定び取り消されます。 

娘ヒント 

設定したメーカーコードをすべて取り消したい場合は、手順 
2で「日日9日」と入力します。 


CODE SET ボタンを f 甲ず。 

ボールペンなど先の細いもので巧します 。 TRANSMIT 
インジケーターび2回点滅します。 


TRAflsMIT 

乂 

I 


これ降の手順は、それぞれ操作後30砂政内に次の手 
順へ移ってください。そのままにしておくとメーカー 
コード設定モードびキャンセルされます。この場合は、 
手順2から操作をやり直してください。 


キー 

ライプラリー 

メーカー 名 

メ-力-〕-ド 

CD 

CD 

YAMAHA 

000 已 

MD/CD-R 

MD 

YAMAHA 

0024 

TUNER 

TUNER 

YAMAHA 

0003 

DVD 

DVD 

YAMAHA 

0098 

D-TV/CBL 

- 

- 

- 

v - 冉 ux 

- 

- 

- 

VCR 1 

- 

- 

- 

VCR2/DVR 

- 

- 

- 

★ ★ 

- 

- 

- 


ごま意 


ごを意 
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ご使用の機器のゾーカーコードを設定すると、その機器を 
本機の U モコンで操作することびでさます。 


ごを意 


-ご使用の機器によっては、幾つかのキーび機能しないこと 
びあります。このよラな場含には、ご使用の機器に付属の 


1」モコンを使用してください。 

ご使用の機器によっては、キー操作と説明が一致しないこ 
とがあ0ます 

工場出荷時、 CD 、 MD / CD - R 、 TUNER 、 DVD キーにはヤ 
マノ —力ーコードび設定されています。他社製の機器を 
操作する場合は、メーカーコードを変更する必要がありま 
す。また上記じ(がの機器を操作するには、ライブラリー/ 
メーカーコードをあ5かじめ設定しておく必要びあります。 



[ 〇 I I 〇 <] ) I i>t>] [audioi 

01 由泌 P 
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DVD プレーヤー 

ビデオデッキ 

テレビ 

LD プレーヤー 

CD プレーヤー 

CD/MD レコーダー 

チユーナー 

OAV POWER 

*1 POWER 

*1 POWER 

* 3 (ビデオデッキ) POWER 

*1 POWER 

り POWER 

*1 POWER 

*1 POWER 

©TV POWER 

*4(テレビ) POWER 

が(テレビ) POWER 

*1 POWER 

が(テレビ) POWER 

が(テレビ) POWER 

*吕にレビ) POWER 

が(テレビ) POWER 

0 TVCH + 

が 1 テ比げャンネル遲巧什} 

が(テレビ)チヤンネル尾おけ）チヤンネル還おけ）がに比げヤンネル飄什} *2(テレビ)チがネル選択け) 

巧にレビけがネル飄什}がげレビけがネル選巧け） 

TV CH - 

が【テレビげでンネル選お (-} が(テレビげヤ知爛 RH チヤンネル選択 (-) が【テレビげヤンネル選択り *2 仔レビ)チヤ知幡町-) *2 げ比げヤンネル還枫 -) が[テレりチヤンネル選巧 (-) 

OTV VOL + 

が(テレビ盾量け）が(テレビ)音量け） 

音量け） 

巧(テレり音量け）* 2 (テレビ)音量け）巧(テレビ)音量け）が(テレビ)音量け） 

TV VOL - 

が(テレビ盾量 (-) が(テレビ)音量 (-) 

音量 (-) 

*2(テレビ)音量 (一) * 2 (テレビ)音量 (一) 巧(テレビ)音量 (一) が(テレビ)音量 (一) 

0 TV MUTE 

が(テレビ)消音 

*2(テレビ)消音 

消音 

が(テレビ)消音 

*吕にレビ)消音 

が(テレビ)消音 

が(テレビ)消音 

OTV INPUT 

が(テレビ)入力切替 

が(テレビ)入力切誓 

入力切替 

* 2 (テレビ)入力切替 

が(テレビ)入力切誓 

が【テレビ)入力切曽 

が(テレビ)入力切曽 

Ol - 日、日、 +10 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

数字キー 

殺字キー 

数字キー 

登録局選おり〜 8) 

©TITLE 

タイトルメニュー 

ゆ PRESET/CH へ 

選お让へ） 

チヤンネル選択 (+ ) 





登録局選択 (+) 

PRESET/CH 

選お(下へ） 

チヤンネル選択(一） 





登録局選択(一） 

> 

選お(ちへ） 

< 

選お(左へ） 

SELECT 

メニュー決定 

⑩ RETURN 

前の画面へ戻る 

⑩ REC/DISC SKIP 

ディスクスキップ 

録画 

* 3 (ビデオデッキ)録画 


* 4 ディスクスキップ 

( MD ) 録音 


« 

早戻し 

巻さ戻し 

* 3 (ビデオデッキ)巻戻し 

早戻し 

早戻し 

早戻し 


» 

早送り 

早送り 

* 3 (ビデオデッキ)早送 D 

早送り 

早送り 

早送り 


AUDIO 

オーディオメニュー 



サウンドメニユー 




叫 

一時停止 

一時停止 

* 3 (ビデオデッ书-時停止 

一時停止 

一時停止 

一時停止 


KK 

チャプタースキッフ(一） 



スキップ (-) 

スキップ (一) 

スキップ (一) 


»! 

チャプタースキッフ (+) 



スキップ (+) 

スキップ (+) 

スキップ (+) 


□ 

停止 

停止 

* 3 (ビデオデッキ)停止 

停止 

停止 

停止 


> 

再を 

巧を 

* 3 (ビデオデッキ)再生 

巧を 

再生 

再を 


⑩ ENTER 

タイトル/インデリクス表示 

決定 

数字キー （12) 

チャプター/時間表示 

インデックス表示 

インデックス表示 


⑩ MENU / A / B / C / D/E 

メニュー 






登録巧1/-プ達お ( A / 日/ C / D / E ) 

⑩ DISPLAY 

ディスプレイ表示 



ディスプレイ表を 

ディスプレイ表示 

ディスプレイ表示 



*1 機器の U モコンに POWER キーびあるときのみ、機能します。 

が〇-下ソ/〇巨しまたはホがこテレビの：^^—力ーコードび設定されているときのみ、入力を切り替えなくてもテレビを操作できます。 D - TV / CBL と★★の両方にテレ 
ビのメーカーコードび設定されている墙合は、 D - TV / C 巨 L に設定されたメーカーコードび優先されます。 

*3 VCR 1にビデオデッキのメーカーコードび設定されているとをのみ、入力を切り替えなくてもビデオデッキを操作でをます。 

* 4 ディスクチェンジャー機能びある機器のみ、機能します。 



操作モ— 
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K 障かな？と思った 6 


ご使用中に本機び正常に動作しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記しが4で異常び認め5れた場合や、巧 
処してち正常に動作しない場合は、本機をスタンバイ状態にし、電源プラグをコンセントから抜いて、お買上店または最 
寄りのヤマ八電気音響製品サービス拠点にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。 


■全般 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

電源を入れてちすぐに切 

電源コードの接続び不完全。 

電源コードを AC コンセントにしっかりと差 


れてしまラ 


し込んでください。 



(再度電源を入れたときに 「CHECK SP 

すべてのスピーカーケープルび正しく接続さ 



W 旧 ES 」 と表示される場合)スピーカーコード 
びショートした状態で電源を入れたため、保 
護回路により電源び切れた。 

れているか確認して < ださい。 

18、19 



内部マイコンび列部電気ショック(落雷または 

AC コンセントから電源プラグを损き、約30 



過度の静電気)、または電源電圧の低下により 
フ U —ズしている。 

秒媛にちラー度差し込んでください。 

- 

電源スイッチを押してち 

電源コードの接続び不完全。 

電源コードを AC コンセントにしっかりと差 

26 

電源び入らない 


し込んでください。 


内部マイコンび列部電気ショック(落雷または 

AC コンセントから電源プラグを抜き、約30 



過度の静電気)、または電源電圧の低下により 
フ U —ズしている。 

秒媛にをラー度差し込んでください。 


使用中に突然電源び切れ 

機器内部の温度び上昇したため、保護回路び 

温度び下びるのを待って、電源を入れなおし 


る 

働さ電源び切れた。 

てください。 


音声や画徹び出ない 

接続び不完全。 

接続を確認して < ださい。 

16-26 


再生ずるソースの選択び適切でない。 

INPUT セレクターや 6 CH INPUT キーで正し 
<選択をして < ださい。 

31 


スピーカーの接続び不完全。 

接続を確認して < ださい。 

18、19 


SPEAKERS A / B スイッチび正しく設定され 

使用ずるスピーカーに対応する SPEAKERS 

31 


ていない。 

スイッチを ON にしてください。 


音量び絞られている。 

音量を大さくしてください。 

32 


消音されている。 

U モコンの MUTE キーまたは VOLUME + Z - 
キーを押して消音を辭除し、音量を調節して 
<ださい。 

32 


CD - ROM など、本機で再生でさない信号び入 

本機で再生巧能な信号のソースを再生して< 



力されている。 

ださい。 



映像の出力側と入力側を異なった種類のビデ 

入力、出力側ともに、 VIDEO や S VIDEO 、 



才端子で接続している。 

D 4 VIDEO など同じ種類の端テを使用して接 
続して < ださい。 

20〜22 

音声び突然出なくなる 

機器内部の温度び上昇したため、保護回路び 

温度び下びるのを待って、電源を入れなおし 



働さ電源び切れた。 

てください。 



ス U —プタイマーび作動した。 

電源を入れて、ソースを再生しなおしてくだ 
さい。 

- 


消音された。 

リモコンの MUTE キーまたは VOLUME + Z - 
キーを押して消音を辭除し、音量を調節して 
<ださい。 

32 

片側のチヤンネルの音声 

接続び不完全。 

接続を確認してください。また、スピーカー 


びほとんど出ない 


ケープルび断線していないか確認してくださ 
い。 

16-26 

エフェクトスピーカー 

ステレオ再生をしている（ディスプレイに 

STEREO / EFFECT キーを巧して、音場効果 

43 

(センター、 U ア L / R 、 リ 

rSTERE 日」と表示されている）。 

を入れて < ださい。 

アセンター）から音声び 

ドルビーデジタル、 DTS および AA 仁信号でエ 

別の音場プログラムを選択してください。 


出ない 

フェクトチヤンネル信号び入っていないソー 
スを再生している。 


40 


サンプ U ング周波数 48 kHz を超えるデジタル 

サンプ U ング周波数 48 kHz を超えるデジタル 



信号び本機に入力されている。 

信号入力時は、エフェクトスピーカーから音 
声は出ません。 

- 
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症状 

原因 

巧策 

参照ページ 

センタースピーカーから 
音声び出ない 

センタースピーカーのレベルび絞られている。 

センタースピーカーのレベルを上げてくださ 
い。 

62 

セツト><ニュ ーrs 曰 UND-1 SPEAKER SET」 
の n 冉 CENTER」 び NON に設定されている。 

センタースピーカーモードを正しく設定して 
<ださい。 

已已 

Hi-Fi DSP 音場プ□グラム （1 〜 4) を選択して 
いる（「已 ch Stereo」 と！" Game」 は除く）。 

DSP 処 i 里の仕様により、入力信号のフオー 
マットにぶっては、センタースピーカーから 
の音声出力びない場合びあります。 

- 

U ア L/R スピーカーから 
音声び出ない 

U ア L/R スピーカーのレベルび絞られている。 

リア L/R スピーカーのレベルを上げてくださ 
い。 

62 

セツトメニュ ーrs 曰 UND-1 SPEAKER SET」 
の riC REAR LR」 が NON に設定されている。 

U ア L/R スピーカーモードを正しく設定して 
<ださい。 

已巨 

音場プログラム9で、モノラルソースを再生し 
てし'!る。 

別の音場プログラムを選択してください。 

40 

U アセンタースピーカー 
から音声び出ない 

1」アセンタースピーカーのレベルび絞られて 
いる。 

U アセンタースピーカーのレベルを上げてく 
ださい。 

62 

セツトメニュ ーrs 曰 UND-1 SPEAKER SET」 
の riC REAR LR」 が NON に設定されている。 

U ア L/R スピーカーモードび NON に設定され 
ると、自動的にリアセンタースピーカーモー 
ドを N 曰 N に設定されまず。 U ア L/R スピー 
力ーモードを正しく設定してください。 

已巨 

セツト><ニュ ーrs 曰 UND-1 SPEAKER SET」 
の riD REAR CT」 び NON に設定されている。 

U アセンタースピーカーモードを正しく設定 
して < ださい。 

已巨 

サブウーファーから音声 
び出ない 

セツト><ニュ ーrs 曰 UND-1 SPEAKER SET」 
の riE 己 AS 引を MAIN に設定したまま、ドル 
ビーデジタル、 DTS および AAC 信号を再生し 
ている。 

SWFR または巨日 TH に設定してください。 

已6 

セツト><ニュ ーrs 曰 UND-1 SPEAKER SET」 
の n E 己冉 SS」 を SWFR または M 冉 IM こ設定し 
たまま、2チヤンネル信号を再生している。 

己 OTH に設定してください。 

已巨 

再生しているソースに LFE や低音信号(目 OHz 
故下)び含まれていない。 

'' ^、 

- 

ドルビーデジタルまたは 
DTS ソフトの再生びで 
をない（本機のデイスプ 
レイのドルビーデジタル 
または DTS インジケー 
ターび点丹しない） 

接続したプレーヤーなどの設定び r デジタル出 
力」かつ「ドルビーデジタルまたは DTS」 に設定 
されていない。 

お使いのプレーヤーの取扱説明書を参照し、 
正しく設定してください。 

- 

低音の再生不良 

サブウーファーを使巧していないのに、セツ 
卜><ニュ ー「S0UND-1 SPEAKER SET」 の 
「] E 巨 ASS」 を SWFR または巨 OTH に言曼定して 
いる。 

MAIN に設定してください。 

已巨 

八ム音び出る 

セツトメニューのをスピーカーモードびス 
ピーカー構成に一致していない。 

をスピーカーモードを適切に設定してくださ 
い。 

已己、已6 

ステレオピンケーブ J レの接続び不完全。 

ステレオピンケーブルをしっかり差し込んで 
<ださい。 

20〜23、 

2已 

音量を上げることびでを 
ない、または音び歪んで 
いる 

本機の OUT(REC) 端テに接続された機器の電 
源び入っていない。 

AV アンプといラ製品ジャンルの特性上、 
OUT(REC) 端子に接続している機器の電源び 
切れている場合に、再生音び歪んだり、音量 
び下がったりすることびあります。本機に接 
続しているすべての機器の電源を入れてくだ 
さい。 

- 

サラウンドと音場効果を 
付加した音を録音でをな 
し'! 

サラウンドと音場効果を付加した音は録音で 
をません。 


- 





と思った 6 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

録音でさない 

デジタル録音時にアナ□グで信号を入力して 
いる。 

デジタルで信号を入力してください。 

- 

本機と再生機器および録音機器びデジタル接 
続されていない。 

デジタル接続をして<ださい。 

20〜23 

アナ□グ録音時にデジタルで信号を入力して 
いる。 

アナ □ グで信号を入力してください。 

- 

本機と再生機器および録音機器びアナ□グ接 
続されていない。 

アナ□グ接続をして < ださい。 

20〜23 

録音機器によっては、ドルビーデジタル 、 DTS 
および AAC などのデジタルデータを録音でを 
ません。 


- 

スピーカーレベルなどの 
パラ ーターを変更でを 
ない 

セツトメ ニュ ー rOPTION-2 MEM . GUARD 」 
び ON に設定されている。 

曰 FF に設定してください。 

60 

セットニューなどの設 
定内容が消えている 

] 週間政上電源コンセントを损いていたり、が 
部タイマーび切れたままになっていた。 

] 週間上電源コンセントを抜いたままにし 
ておくと、内蔵メモ U の内容が消えてしまう 
ことびあります。ちラー度設定しなおしてく 
ださい。 

- 

本機び正常に作動しない 

内部マイコンび列部電気ショック(落雷または 
過度の静電気)、または電源電圧の低下により 
フ U —ズしている。 

AC コンセントから電源プラグを抜き、約30 
秒媛にをラー度差し込んでください。 

- 

本機に接続している機器 
にへッドホンを接続して 
聴いていると、音び歪む 

本機の電源びスタンバイ状態になっている。 

本機の電源を入れてください。 

26 

デジタル機器や高周波機 
器からの雑音を受けてい 
る 

本機とデジタル機器や高周波機器の設置場所 
び近すぎる。 

本機をそれらの機器から離して設置してくだ 
さい。 

- 
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■ FM / AM 放送の受信 



症が 

原因 

対策 

参照ページ 

FM / 

AM 

プ U セット還曲 
びでさない 

プ U セッ ト (メモリー)び消えている。 

1週間 ULh 電源コンセントを抜いたままにし 
ておくと、内蔵メモ U のの容び消えてしまラ 
ことびあります。ちう一度プリセットしてく 
ださい。 

3己、36 

FM 

ステレオ放送に 
なると雑音びを 
く聞さづらい 

FM 放送の特性により、放送局から離れた地域 
やアンテナ入力び弱い場合に起きる。 

アンテナの接続を確認してください。 

24 

屋外アンテナを多素子のちのに変えてくださ 
い。 

- 

マニュアル選局をしてください。 

34 

FM 専巧アンテナ 
を使巧している 
び、音び歪むなど 
受信感度び悪い 

マルチパス(多重反射)などの巧害電波を受けて 
いる。 

アンテナの高さや方向、設置場所を変えてく 
ださい。 

- 

オート選局びで 
去ない 

FM 放送の特性により、放を局から離れた地域 
やアンテナ入力び弱い場合に起きる。 

マニュアル選局をしてください。 

34 

屋外アンテナをを素子のをのに変えてみてく 
ださい。 

- 

AM 

オート選局びで 
さない 

電波び弱い、あるいはアンテナの接続び不完 
全。 

AM ループアンテナの方向を変えてください。 

24 

マニュアル選局をして<ださい。 

34 

「ジー」、「ザー」、 
「ガ1」ガ1」」など 
の雑音び入る 

空電や雷による雑音、または壁光な、モー 
ター、サーモスタット付をの電気器具の雑音 
を拾っている。 

AM 屋がアンテナを張り、アースを完全に取 
ると減少しますび、完全に除去するのは困難 
です。 

- 

「ブンブン」、 
「ヒューヒュ ー 」 
などの雑音び入 
る 

本機の近くでテレビを使用している。 

本機からテレビを離してください。 

- 


■ U モコン 


症状 

原因 

対策 

参照ページ 

U モコンで操作でをない 

U モコン操作範囲から外れている。 

本体のリモコン受光部から 6 m 切内、角度 

3ぴ巧の範囲で操作してください。 

]已 

受光部に曰光や照明(インノ（ーター壁光灯やス 
卜 □ボライトなど)び当たっている。 

照明、または本体の向きを変えてください。 

- 

乾電池び消耗している。 

乾電池をすべて交換してください。 

]已 

列•部機器び U モコンで操 
作でをない 

操作する機器び選択されていない。 

入力選択キーを巧して、操作したい機器を選 
択してください。 

63 

一力ーコードび正しく設定されていない。 

><ーカーコードを設定しなおすか、同じメー 
カーのコードの中から別のコードを設定して 
<ださい。 

64 

乂 一力ーコードを正しく設定しても、メー 
カーまたは機器によっては操作でさない場合 
びあります。 


- 


用語解説 


ドルビーサラウンド 

ドルビーサラウンドは、ダイナミックで臨場感豊かな音響 
効果のために、左ち2つの^インチャンネル（ステレオ音 
青）、尝話などを再生するセンターチャンネル(モノラル音 
青)、効果音の U アチャンネル(モノラル音青)の、アナログ 
4チャンネル方式を探用しています。 U アチャンネルの再 
生域は狭くなっています。 

現在、ほとんどのソフトに普及しているち式です。本機内 
蔵のドルビープ n □ジックデコーダーは、各チャンネルの 
音量を自動的に調整して安定させ、音の移動感やち向性を 
強調して、より正確なデジタル処理を行います。 

(47、48ぺージ） 

ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャンネル音 
青を再生できるデジタルサラウンドシステムです。全帯域 
の音声成分を持つフ n ントの3チャンネルイン L / R 、 セ 
ンター）と、リアのステレオ2チャンネル、低音域専用の 
LFE チャンネルの合計己1チャンネルで構成されます。 
リアびステレオ2チャンネルで収録されているため、ドル 
ビーサラウンドと比較して、音の移動感や周囲の環境音び 
より明確にな0ます。全帯域の已チャンネルの幅広いダイ 
ナ S ックレンジと正確な音の定位によって、これまでにな 
い迫力と現実感を再現でさます。 

(41、47〜49ぺージ） 

ドルビーデジタルサラウンド EX 

本機は己.1チャンネルのソースに U アセンターチャンネル 
を加えて目.1チャンネル再生を可能にするドルビーデジタ 
ルサラウンド EX ソフト対応のドルビーデジタル EX デコー 
ダーを内蔵しています。 （ U アセンターチャンネルは U ア L 
と U ア R チャンネルから作5れます。）ドルビーデジタルヴ 
ラウンド EX で録音された映画のサウンドトラックを再生す 
る際に、最良の音声を再生できます。この追加チャンネル 
により、特に飛び越えた0飛び回ったりといった動きのあ 
るシーンで、よ0ダイナ S ックで U アルな動作音をお楽し 
みいただけます。 

(41、47〜49ぺージ） 

ドルビープ□□ジック II 

2チャンネルで記録された音青を信号処理し、優れた分離 
感を保ったまま己.1チャンネル音青に変換します。映画巧 
の Movie モードと、音楽などのステレオソース用の Music 
モードげ用意されています。従来の2チャンネル音声(モノ 
ラル音青を除く）だけで記録されたちい映画も、曰.1チャン 
ネルの迫力ある音声で楽しめます。 

(42、47、48ぺージ） 


DTS (デジタル•シアター•システムズ)デジタルサラ 
ウンド 

DTS デジタルサラウンドは、アナ□グの映画音青に取って 
代わる已 . 1チャンネル方式のデジタルサウンドトラックと 
して開発された最新技術で、世界中の映画館に急速に普及 
しています。この技術を家庭用に調整したちのげ、本機で 
採巧している DTS システムです。極めて祟化びかな<、ク 
U アな音質の目チャンネルイン L / R 、 センター、2つの 
U アチャンネル、サブウーファー巧 LFE 日.1チャンネルを 
加えた日.1チャンネル)で構成されています。 

(41、47〜49ページ） 

DTS ES 

本機は已 .1 チャンネルのソースに U アセンターチャンネル 
を加えて目.1チャンネル再生を可能にする DTS ES デコー 
ダーを内蔵しています。日.1チャンネルの信号と独立して 
記録されたリアセンターチャンネル信号を再生ずるディス 
ク U —卜方式と、 U ア L / R チャンネル信号から U アセン 
ターチャンネル信号を生成して再生するマトリクス方式の 
2つのち式に対応しています 。 DTS ES で録音された音楽 
や、映画のサウンドトラックを再生する際に、最良の音声 
を再生でさます。 

(41、47〜49ページ） 

DTS Neo : 色 

2チャンネル信号のソースを、リアセンターを含めた巨 
チャンネルで再生できます。再生ずるソースにをわせて、 
音楽用の Music モードと、映画用の Cinema モードげ用意 
されていまず。すべてのチャンネルを全帯域で再生できる 
だけでなく、ディスクリートち式で記録されたソースのよ 
ラなチャンネルの分離感を体感でさます。 

(42、47、48ぺージ） 

AAC (アドバンスト•オーディオ•コーディング） 

MPEG -2 オーディオ規格の1つで、目 S デジタル放送で採巧 
されています。モノラル音声から最大で7チャンネル音声 
までを効率良く圧縮して記録、伝送できます。 

本機は AAC デコーダーを搭載しているので、巨 S デジタル 
チューナーで受信した番組の已 .1 チャンネル音声をデコー 
ド(復号）して再生でさます。 

(41、47〜49ページ） 
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用語解説 


LFE (□—フリケンシーエフェクト）0.1チャンネル 

音声成分の帯域び2日〜1 20 HZ の、低音域専用チャンネル 
です。ドルビ~デジタルと DTS 、 AAC で、全帯域用の已チャ 
ンネルに加えて、効果的な場面で低音を増強するために使 
巧されます。音声の帯域び低域のみに制限されているので、 
日.1と表現されます。 

(17、19、已目、已7ページ） 

シネマ DSP 

(デジタル•サウンド•フィールド•プ□セッサー） 

ドルビーサラウンドや DTS のシステムは、本来映画館用に 
設計されているため、ご家庭では部屋のにさや壁の材質、 
スピーカーの数などの条件の違いによって、同じソフトで 
あってち視聴感に差が出てしまいまず。 

ヤマ八シネマ DSP は、豊富な実測データに基づく独自の音 
場技術を応用することで、ドルビープ□□ジックやドル 
ビーデジタル、 DTS のシステムと組み合わせて音のスケー 
ルや與行き、音量感を補い、ご家庭でを映画館のよラな視 
聴体験を実現します。 

(4 巨、47、49ぺージ） 

ヴイレントシアター 

へッドホンでマルチスピーカーによる音場プ□グラムを擺 
似的に再現するための、ヤマ八独自のシステムです。音場 
プ□グラムごとにへッドホン用の設定値び巧意されている 
ため、自然で立体感あふれる音場プ n グラムをへッドホン 
でちお楽しみいただけます。 

(43 ページ） 

バーチャルシネマ DSP 

リアスピーカーを設置していなくとわ、仮想的にリアス 
ピーカーの音場を再現することで、音場プ n グラムを楽し 
めます。センタースピーカーを設置できない場合でも、メ 
イン L / R の2スピーカーシステムでバーチャルシネマ DSP 
をお楽しみいただけます。 

(43 ぺージ） 

S ビデオ信号 

S ビデオ信号は、通常な5ステレオピンケーブルで伝送さ 
れる映像信号を、専用の S ビデオケーブルを使って、輝度を 
表す Y 信号と色を表す C 信号に分けて伝送する方式です 。 S 
VIDEO 端子で接続すると、より美しい映像で録画/再生を 
お楽しみいただけます。 

た〇ページ） 

コンポーネントビデオ信号 

映像信号を r 輝度を表す信号: Y 信号」と「色を表す信号: PB / 
Cb および Pr / Cr 信号」の3系統に分けて伝送しまず。それ 
ぞれの信号を独立して伝送するため、色をより忠実に再現 
できます。また、コンポーネント信号は、色信号か5輝度 
信号を引いているので色差信号とち呼ばれます。 

た〇ページ） 


D 端子 

最新の AV 機器間での映像信号の伝送に用いられる端テで、 
コンポーネントビデオ信号とコント □— ル信号(走査線、ア 
スぺクト比、インターレース/プ n グレッシブの情報）を一 
本の専用ケーブルで接続でをます。その性能に応じてラン 
クが01から D 已に分け5れています。本機には D 4 VIDEO 
端子び装備されてお0、 D 1 か 5 D 4 の規格に対応していま 
す。 

语〇ページ） 

PCM (リニア PCM ) 

MP 3 あ式や ATRAC 形式のよラにアナ□グ音声信号を圧縮 
せずに、そのまま符号化して録音•伝送する方式です。 
「 PCM 」 は、パルス•コードモジユレーシヨンの略で、デジ 
タル信号をパルスの符号にして変調記録するといラ意味で 
す。 

音楽 CD や DVD オーディオの録音方法などで探用されてい 
ます。 PCM 方式では、非常に短く区切った単位時間あた0 
の信号の大ささを数値に置を換える（サンプリング)手法を 
用いています。 

(1 目、44ぺージ） 

サンプリング周波数/量子化ビット数 

アナ n グ音青信号をデジタル信号化する際に、]秒間にヴ 
ンプリング(信号の大きさを数値に置き換えること）を巧ラ 
回数をヴンプ U ング周波数といい、音の大ささを数値化す 
るとをのさめの細かさを量子化ビット数といいます。 
再生できる周波数帯は r ヴンプ U ング周波数」で決まり、音 
量の差を表わすダイナ S ックレンジは「量子化ビット数」で 
決まります。原理的には、サンプリング周波数び高いほど 
再生可能な音域び広び0、量子化ビット数び大さいほど音 
の大ささの変化ををめ細か<再現でさることになります。 
(1 目、44ぺージ） 


その他の情報 
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オーディオ部 

定格出力(目0、2日 Hz 〜2日 kHz ' 0.06% THD ) 

^ イン L/R .85 W +85 W 

センター . 8已 W 

U ア L/R . 8已 W 十8已 W 

U アセンター . 8已 W 

実用最大出力 ( EIAJ 、60. IkHz 、 10% THD ) 

^ イン L/R .135 W +135 W 

センター .135 W 

U ア L/R .135 VV +135 VV 

U アセンター .135 W 


ビデオ部 

ビデオ信号方式 . NTSC 

コンポジツトビデオ信号レベル .] Vp - p /7 已〇 

S ビデオ信号レベル 

Y .] Vp - p /7 已〇 

C . 0.28目 Vp - p /7 已〇 

D 4 ビデオ信号レベル 

Y .] Vp - p /7 已〇 

P 巨 /C 巨、 Pr/Cr .0.7VP-P/7 己 0 

S/Nht . 己 Od 巨 m 上 

周波数帯域 (MONITOR OUT ) 


ダンピングファクター ( Sn 、20 Hz ~20 kHz ) 

VIDEO . 

.已 Hz 〜]日 MHz 、 

-3 服 

^イン L/R . 

. 1日 01 ；LL 

S VIDEO . 

.已 Hz 〜]日 MHz 、 

-3 服 

入力感度/インピーダンス 


D 4 VIDEO . 

DC 〜6日 MHz ' 

-3 服 

CD 他 . 

1已 OmV /47 kO 




6 CH INPUT . 

]50 mV /47 kO 

FM チユーナー部 



出力電圧/インピーダンス 


受信周波数 . 

76.0 MHz 〜90.0 MHz 

REC OUT . 

1已加 nV /1.2 kO 

実用感度 ( IH 円 . 

. i .0 a / V ( i 1. 

2服 f ) 

OUTPUT . 

… 2.4 V /1.2 kO 

S / I\l 比 ( IHF ) 



SUBWOOFER . 

… 4.0 V /1.2 kO 

f ノ . 


7巨 d 巨 

へッドホン出力/インピーダンス . 

]50 mV /] 000 

ステレオ . 


70服 

周波数特性り OHz 〜 lOOkHz ) 


歪率り kHz ) 



CD 他ーメイン L/R . 

.-3.0 服 

f ノ . 


.0.2% 

全高調波歪率 (20 Hz 〜 20 l < Hz ) 


ステレオ . 


.0.3% 

CD 他ーメイン SP 0 UT (4 己 W /8 n ) 

....... 0.日日 o / ol^TF 

ステレオセバレーシヨン （ 1 kHz ) 


42服 

S / N 比 （ IHF - A ネットワーク、入カショー 

卜） 

周波数特性に日 Hz 〜 ISkHz )...... 

. +0.日/ 

-2 服 

CD 他に巳 OmV 入力 )- SP OUT …… 

…….100服 ！; LL 




残留ノイズ ( IHF - A ネットワーク） 


AM チユーナー部 



^イン SP OUT . 

…… ] 已 OyV じ(下 

受信周波数 . 

...己 3] kHz 〜1目1 IkHz 


チヤンネルセパレーシヨン 

(己. ikn 夕ーミネート、 lkHz /1 日 kHz ) 

CD 他 . 目日 d 巨!^处上/4已 d 目 ULL 

[ -ーンコント□ール 

BASS . ±]日服/曰 OHz 

TREBLE .±10 d 巨/ 20 kHz 

A / D コンバーター 

.64 倍オーバーヴンプ U ング A 艺方式34ビット 

D / A コンバーター 

. 128倍オーバーサンプ U ング A 之方式24ビット 


実用感度 . 


.300^V/m 


総合 

電源電圧 . AC 100 V . 已0/巨 OHz 

消費電力 .270 W 

待機時消費電力 .0.8 W 

AC アウトレット履源スイッチ連動 X 巧 ........ 合計1日 0 W 

寸法川畐 X 高さ X 奧行き） . 43 曰 X171 x390mm 

質量 . 1 3.0k 資 

* 仕様、およびが観は、改良のため予告な<変更することび 
あります。 


本機は r 高調波ガイドライン」適合品です。 
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AIWA 

1481 

BEST 

1321 


1361 


I 40 I 

1471 

DACUS 

1401 

DAEWOO 
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0941 
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1191 
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1601 

FUNAI 

1341 


1411 

GENERAL 

1291 

HITACHI 

1351 

NTERCONP 

rs/rsni OCT 凸口 

1491 

、 00 で 1 

1 Mn 

) UUO I 

0351 


0731 


0861 


0971 


1031 


1151 

MITSUBISHI 

1381 

NEC 

1321 

PANASONIC 

1311 


1431 

PHILIPS 

0101 


1001 

PIONEER 

1331 

SAMSUNG 

1461 

SANYO 

1231 


1261 

SHARP 

1241 

SONY 

1281 

TOSHIBA 

1301 

V に TOR 

1201 


1221 

YAMAHA 

0361 


1111 


TV 


PANASONIC 

0055, 0825, 
1095, 1125 

PHILIPS 

0165, 0215 

PIONEER 

0305, 0935, 
1045 

SAMSUNG 

1285 

SANSUI 

0215, 0625, 
0975, 1025, 
1105 

SANYO 

0145, 0555, 
0635, 0765 

SHARP 

0235, 0665, 
0895, 1065, 
1075 

SONY 

0065, 0565, 
0865,1145 

TEAC 

0235, 0335, 
0385, 0525, 
0795, 0835, 
1355 

TECHNICS 

0055, 0605, 
1095 

TOSHIBA 

0035, 0685 

川 CTOR 

0315 

YAMAHA 

0005, 0015, 
0085, 0415, 
0545, 0575, 
1065 


CD レコーダー 

HITACHI 

0474 

MARANTZ 

0484, 0494 

PHILIPS 

0444 

PIONEER 

0454, 0464 

川 CTOR 

0504 

YAMAHA 

0414 

MD レコー 

. 夕 .— 

KENWOOD 

0384 

PIONEER 

0424 

SHARP 

0434 

SONY 

0394 

YAMAHA 

0024, 0394, 


0404, 0514 


HITACHI 

0198 


KENWOOD 

0148 


LG 

0228 


MITSUBISHI 

0138 


ONKYO 

0068, 

0128 

PANASONIC 

0028 


PHILIPS 

0098, 

0128 

PIONEER 

0108, 

0118 

RCA 

0158 


SAMSUNG 

0078 


SHARP 

0038 


SONY 

0018 


TOSHIBA 

0048, 

0128 

VICTOR 

0088, 

0178 

YAMAHA 

0008, 

0028 


0098, 

0208 


LD プレー 

ヤー 


AIWA 

0157 


DEMON 

0147 


FUNAI 

0157 


HITACHI 

0017 


KENWOOD 

0087, 

0107 

MARANTZ 

0027 


MITSUBISHI 

0137 


PANASONIC 

0077, 

0177 

PHILIPS 

0027 


PIONEER 

0017, 

0037, 


0137 


SHARP 

0127 


SONY 

0047, 0057, 


0117 


VICTOR 

0097 


YAMAHA 

0007, 0067 

CD プレー 

ヤー 


AIWA 

0295, 

0945, 


1035, 1055 

DEMON 

0275, 

0875, 


0885 


HITACHI 

0195, 

0205, 


0505, 

0815 

KENWOOD 

0045, 0095, 


0405, 

0585, 


0725, 

0735, 


0745, 

0755, 


0895 


KYOCERA 

0025 



LG(GOLDSTAR)1135, 1225, 
1265, 1335 

LUXMAN 0075,0425, 

0675, 0705, 

0715, 0985 

MARANTZ 0215, 0235, 

0375, 0785, 

1345 

MITSUBISHI 0135, 0445 

NAKAMICHI 0125, 0435, 

0515 

NEC 0255, 0905, 

0965 

ONKYO 0155, 0455, 

0495, 0805, 

1155 


MARANTZ 

0094, 0344 

MITSUBISHI 

0184 


ONKYO 

0364, 0374 

PIONEER 

0034, 

004 4, 


0064 


SANSUI 

0094, 

0344 

SHARP 

0264 


SONY 

0054, 

0084, 


0324 


TEAC 

0194, 

0254 

TECHNICS 

0074,0314 

V に TOR 

0274, 

0284, 


0294 


YAMAHA 

0004, 

001 4, 


0104, 

0114, 


0164, 

017 4, 


0264 



ビデオデッキ 

AIWA 0992 

DAEWOO 0802 ,0812, 

0982 

FUNAI 0992 

HITACHI 0102,05 62, 

0572, 0582, 
0592,0602, 
0992 

LG(GOLDSTAR) 0082, 0632, 
0912 

MITSUBISHI 0452, 0462, 
0542, 0762, 
0952,1082 

NEC 0122,0202, 

029 2, 042 2, 
0432, 0542, 
0632 

PANASONIC 0012,0052, 

0092, 0222, 
0372,0382, 
0392,0412, 
0932 

SAMSUNG 0212,0312, 

0922, 0962 

SANYO 0242,0612, 

0842, 0902, 
0922 

SHARP 040 2, 0472 

SHINTOM 0852 

SONY 0032, 0332, 

0352, 0362, 
0672, 0792, 
0932 

TOSHIBA 0062, 0302, 

0342, 0622, 
0682,0712, 
0762 

VICTOR 0202, 0522, 

0532, 0542, 
0552 

YAMAHA 0202, 0632 


DVD プレーヤー 

AIWA 0218 

DEMON 0188 


下表の方一力一製品であってち形式、年式によって使巧でさないちのびあ0ます。他社の方一力ーコードを設定した場を、 
機種によっては操作できないもの、または限られた機能しか操作できないちのびあります。この場をは、お使いの機器専 
巧の U モコンをご利巧ください。設定方法については 「 U モコンで操作できる機器を指定する」（目4ぺージ)を参照してくだ 
さし、。 


ケーブル TV チューナー 

P に NEER 0006, 0086 


BS デジタルチューナー 

PANASONIC 0896 
SONY 0906 

TOSHIBA 0916 


テープデッキ 

AIWA 0094,0214, 

0224 

AKAI 0184 

DEMON 0304 

KENWOOD 0124, 0134, 
0154, 0234, 
0244, 0264 
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ティスプレイヴルフアベット順) 

AAC (入カモード) . 

ANALOG . 

AUTO (入カモード） . 

AUTO (日.1チャンネル再生時） . 

Discrete 6. 1 . 

DTS (入カモード) . 

fig ：. 

fs :. 

in :. 

Matrix 6.1. 

OFF . 

rate :. 

SLEEP . 

STEREO . 


ア行 

アナ□グ音声 . 

アンテナ端子 . 

オーディオ入出力端子 . 

3 —卜芭巧 . 

オートプ U セット . 

音場効果 . 

音場プ□グラム . 

音場プ n グラムパラ方ーター 

力行 

後部残響音 . 

コンポーネントビデオ信号.. 
コンポジットビデオ信号 ....... 

サ行 

サイレントシアター . 

サンプリング周波数 . 

初期反射音 . 

ストレートデコード . 

ス t —力一 端于 . 

スピーカーモード . 

ス I 」ープタイマー . 

セット^ニュー . 

夕行 

ダイナミックレンジ . 

ディスプレイ . 

デジタル出力端子 . 

デジタル入力端テ . 

テスト!ン . 

電源コード . 

同軸ヶール . 

同軸デジタル . 

ドルビーデジタル . 

ドルビーデジタル EX . 

ドルビープ □□ ジック . 

ドルビープ n □ジック II ........ 

ナ行 

ナイト U スニングモード ....... 

入カモード . 

ノ、巧 

バーチャルシネマ DSP . 

バックグラウンドビデオ機能 

光デジタル . 

光ファイバーケーブル 

ヒットレート . 

ビデオコンバージョン 
ビデオ入出力端テ ........ 

フラグ . 

プ U セット選局 . 

マ行 

イ ー ユソレ; . 

マニュアルプリセット 

力- zP . ド 11:::: 

ラ行 

ライブラリー . 

1」モコン . 


A 、 B 、 C 、 D 、 E、F 

AAC . 

AC アウトレット. 

CINEMA DSP 音場プ□グラム 
COAXIAL ..., 

DTS . 

DTS ES …… 

DTS Ne 日:日 
□端子 . 


G 、 H 、 I 、 J 、 K、L 

Hi - 円 DSP 音場プ□グラム . 4己 

LFEO . l チヤンネル . 71 

M 、 N 、0、 P 、 Q、R 

OPTICAL . 1色、20〜23 

日 UTPUT 端テ . 16 

PCM . 1色、44、 7] 

S 、 T 、 U 、 V 、 W 、 X 、 Y 、 Z 、 

S ビデオ信号 . 20、 7] 

その他 

6 CH INPUT 端テ . 16、2己、 3] 


索引 


33311344411493 

33344344444434 


46645822 510 
41133455 472 


01 :〇 
4 5 i 2 


11 L 


•578691 

77441536 


743326330000 

512262227777 


殺' 


6 




060 

213 


6 


609988 

124444 


第第 


4 4 


29 
3 5 


123340047 

732246243 


が 


01 

22 


6 


6「 


.4 


4603 

3367 


己己 
6 6 


4 3 
6 6 


06930001 

72427777 


9 

4 

一 

7 

4 


4 


709980 
4 2 4 4 4 2 
: 二 、 
66777 
4 14 4 4 


1 

4 4 4 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤマ从ホットラインサービスネットワークは、本機を未永く、安/じしてご愛巧いただけるためのものです。 

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはおおくのサービス拠点にご連絡ください。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰より]年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳し<は保 
話書をご覧ください。 

♦ 保証期間が過ぎているとを 

修理によって製品の機能び維持できる場合にはご要望により有料に 
て修 i 里いたします。 

♦ 修理料金の仕組み 

♦ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、 
一般管理費等び含まれています。 

♦ 部品げ 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す 

る部材等を含む場合ちあります。 

♦ 出張料 製品のある場所へ技術着を派遣する場合の費巧で 

す。別途、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最低保有期間 

補修巧性能部品の最低保ち期間は、製造打切り渡8年(テープデッ 
キは6年)です。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持する 
ために必要な部品です。 

♦ 持ち込み修理のお願い 

故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマ八電気音響製品 
ヴービス拠点へお持ちください。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお巧 
らせ<ださい。また製品の品番、製造番号などちあわせてお知らせ 
ください。 

《品番、製造番号は AV 製品の背面をしくは底面に表示してありま 
す。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気 
部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、 
エージングの差による音色の違いび出る場合びあります。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使巧年月ととちに性能び劣化する摩耗部品(下記参照)び使 
巧されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使巧環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末永<安定してご愛用いただ<ためには、定期的に摩耗部品 
を交換されることをお薦めします。 

摩耗部品の交撰は必ずお買い上げ店、またはヤマノ 電気音響製品 
ヴービス拠点へご相談ください。 

广摩耗部品の一例- S 

ボリュームコント□—ル、スイッチ - U レー類、接続端テ、ランプ、ベ 
ルト、ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 

《このページは、安全にご使用いただくために AV 製品全般について 
記載しております。 


■ヤマ八 AV 製品の修理、サービスパーツに関ずるお 
問合せは 

(ヤマ/ V 電気音響製品サービス拠点） 

化海道〒〇巨 4-8 已43札幌巿中央区南十条西 1-1- 已〇ヤマ八センター内 
TEL (011) 512-6108 

仙台 〒日 84-00] 巳仙台市若林区卸町已 -7 仙台卸商共同配をセンター 3 F 
TEL (022) 236 - 0249 

首都圍〒 143-0006 東京都大田区平和島 2 T 目]番1号 

京おトラックターミナル内] 4号棟冉-巳 F 
TEL (03) 已762 - 2121 

お粒 干 43 己- 00]6 お松市和田町 200 ヤマ八(株)和田工場内 
TEL (0 已 3) 46 己 -6711 

名ち屋干4已 4-00 己8名ち屋巿中川区玉川町 2-1-2 

ヤマ八(株)名古屋流通センター 3 F 
TEL (052) 6已2 - 2230 

大阪〒已巨已 -0803 吹田市新芦屋下 1-1 6 

ヤマ A (株)千里丘センター内 
TEL (06) 6877 -已262 

四国〒 760-002 日高松市丸亀町 8-7 

(株)ヤマ八 S ユージック神戸高松店内 
TEL (087) 822 - 304已 

九州干 8] 2-8 日08福岡市博を区博を駅前2-] 1-4 
TEL (092) 472 - 2134 



愛情点検 

の 

★永年ご使用の AV 製品の点検を！ 


■ 


■ヤマ八 AV 製品の機能や取扱いに関ずるお問合せは 


お客様ご相談センター 

TEL (0 已 70) 01 - 1808 (ナビダイヤル） 

全国どこからでち市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS からは下記番号におかけください。 

TEL (0 已 3) 460- 3409 

FAX (0 已 3) 460 — 2777 
イま戸斤干 430-8650 

静岡県ミ兵松巿中ミ尺の 10-1 

ご相談受付時間 ] 0:00 〜] 2:00,1 3:00-1 8;00 
(曰-祝曰及び弊社び定めた曰は休業とさせていたださますの 
であらかじめご了承ください。） 


■ 


こんな症状はありませんか？ 

♦ 電源コード-プラグび異常に熱い。 

♦ コゲくさい臭いびする。 

♦ 電源コードに深いキズか変形びある。 

♦ 製品に触れるとピ U ピ U と電気を感じる。 
♦ 電源を入れてち正常に作動しない。 

参その他の異常-故障びある。 


ずぐに使用を中止してください。 

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜を、必 
ず販売店に点検をご依頼ください。 

なお、点検-修理に要する費巧は販売店にご相談くださ 
し、。 


ヤマノに r ーディオ&ビジュアルホームページ 
http :// www . yamaha . co . jp / audio / 


トァ八株式を社 

干 430 -8 已已〇 お松巿中が町 10 -1 
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DVD プレーヤーを接続して、 
デジタルソースを楽しむための 
昼本的な接続のしかたを説明します 


0 


( R ) メインスピ-力- ( L ) 


センタースピーカー 


1」アセンター 

スピーカー 


I」アスピーカー 
( R ) ( L ) 


\® 



DVD プレーヤー 



I—S VIDEO— I 
OUT 


-COMPONENT- 
VIDEO OUT 




( 




! I 

f 


^ — 





(PLAY] 

ぉ里’©© 


MAW 

©◎ 

議 OUND 

©© 



- AUDIO - 

® の 


◎ © 

© ©端 ◎ 

©◎,"© 
© ©… T © 

© ©::© 
© ©^© 


VII : U S 'lUtL 


MONITOR OUT 


鐵 

© 

© 

© 


信号の流れ 



スピーカーケーブルを接続する際は、 
プラス (+) とマイナス (-)、（L) と ( R ) を 
間違えないよラにミ主意してください。 

V_ , 


映像端子にぶる画質について 

接続ずる端子によって画像の質び異なりま 
す。できるだけ画質の良い上位の端子を使っ 
て接続されることをお勧めします。 

画質の良い順 

1 . D 端子…① 

COMPONENT VIDEO 端テ'''② 

2. S VIDEO 端子…③ 

3. VIDEO 端子…④ 

' - 



本機および接続するすべての機器の電源コードび AC コンセント 
に接続されていないことを確認する。 


手順 


手順 


スピーカーの設置場巧を巧める 

※取扱説明書の17ページを参照 

白スピーカーケーブルを接続する 

1 . スピーカーケーブル先端部の絶縁部を lOmm く 5いはびす。 

吕.お線をしっかりとよじる。 

お線をしっかりとよじらな 
いと シヨー ト（短絡）の原 
因になります。 



3 . スピーカー端子ををに回してゆるめる。 

4 . スピーカー端子のわきの穴にスピーカー 
ケーブルのお線を差し込む。 


广 

心 ] 

/ 

、 

mW- 

_ j 

、 



ゆるめる 



さしこむ 


しめつける 



スピーカーケーブルは端子の巧に、しっかりと差し 
込みまず。プラス (+) とマイナス (-) びシヨート饱 
徽していたり、絶縁部分(ビニール)まで差し込むと、 

故障や音び出ない等の原因になりまず。 _ 

5 . スピーカー端子をちに回して、締め付ける。 

6. サブウーファーはサブウーファー用ピンケーブルで本機と 
接続する。 


手順3 


_音声ケーブルを接続ずる 

DVD プレーヤーの OPTICAL OUT 端子を光ファイバーケーブルで 
本機の DIGITAL INPUT OPUCALCDVD) 端子に接続ずる。 

《 DVD プレーヤーのデジタル音声出力端子び COAXIAL タイプの端テの場含は、裏面 
の「端子の割り当てを変更する」をご覧ください。 


手順4 


映像ケーブルを接続する 

「映像端テによる画質について」をご覧ください。 

D 端子または COMPONENT VIDEO 端子で接続ずる場合 

「手順4」の図の①または感のように接続します。 

S VIDEO 端子または VIDEO 端子で接続する場含 

「手順4」の図の③またはののように接続します。 

&モニター(テレビ）に複数の端テを使って接続した場合には、モニター（テレビ）側 
で入力の選択を行ってください。 

&裏面の「本体内部での映像信号の流れ」をご覧<ださい。 


手順 


白 DVD を再生する 


1 . DVD プレーヤー、本機、モニター(テレビ）の電源コード 
を AC コンセントに接続し、電源を入れる。 

2 . VOLUME コント□-ルを最ルにする。 

3 . 本機の SPEAKERS A または B を巧 
して、音を出ずメインスピーカーを選ぶ。 

※この図に従って接続した場合は A を巧します。 


SPEAKERS 




4 . 本機の INPUT セレクターを回すか、リモコンの入力選択 
キーを押して、 DVD を選ぶ。 

※還んだ入カソースび数秒間、本機前面のディスプレイに表示されます。 



または 


C0 "D/CM TUNER 

〇 〇 〇 

D-TV/CBL V-AUX 

。 


5 . DVD を再生する。 

《 VOLUME コン ト □—ルで音量を調節して DVD をち生しまず。 
※音声び出ない場合には、 DVD プレーヤーで音声の設定をします。 


手順 


手順1 


— ヤーを接続ずる 


戀 YAMAHA 

□SP-AX640 



Printed in Malaysia uPv 防。 


WA 76900 


©2003 YAMAHA CORPORATION All rights reserved. 













































































































































































































































































































































































さまざまな機器を接続する 


♦ DVD プレーヤー機能つきのゲーム機器を接続ずる 


♦複数の録画-再生機器を接続ずる 


♦巨 S チューナ ー、 ケーブルテレビを接続ずる ♦テレビの音声を接続ずる 


本機の DVD の端子に接続することがでさます。 



本機背面 



本機前面か5の接続 


ゲーム機 


本機前面 



※モニター(テレビ）に S VIDE 日端テびある場含には 、 S VIDE 日ケーブルで接続ずると VIDE 日端 
テよりわ高画質な映像を再生でさます。 

《□に ITALINPUTC 日 AXIAL ( CD ) に入力する場合は、ち下の「端テの割り当てを変更する」を参照 


DVD レコーダーは VCR 2/ DVR 端子に接続しまず。 
ビデオデッキは VCR ] 端子に接続します。 



% DVD レコーダーの音声-映像を楽しむためには、本機の INPUT セレクターまたは U モコンの入 
力選択キーで rVCR 2/ DVR 」 を選択します。 

ビデオデッキの音青•映像を楽しむためには、本機の INPUT セレクターまたは U モコンの入力選 
おキーで 「VCR ]」を選択します。 

《 DVD レコーダーのかね0にビデオデッキを接続でさます。 

《モニター(テレビ)、 DVD レコーダー、ビデオデッキに S VIDEO 端テびある場含には 、 S VIDEO 
ケーブルで接続すると VIDE 日端テよ0ち高画質な映儘を巧生でをます。 

《 DVD レコーダーの音声をデジタルで楽しみたいとさは、取扱説明書の2日、22ページを参照 



目 S チューナー 
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本機背面 
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《臣 S チューナー、ケーブルテレビの音声を楽しむためには、本機の INPUT 
セレクターまたは U モコンの入力選お キーで 「 D - TV / CBU を選択します。 

《モニター（テレビ）に□端テがない場含は 、 S VIDE 日端子または VIDE 日端子で 
接続してくださし、。 


&モニター(テレビ）の音声を楽しむためには、本機の 
INPUT セレクターまたは U モコンの入力選択 キーで 
「日- TV / CBL 」 を選択します。 


♦MD レコーダーを 接続ず る 


デジタル音声を録音します。 


アナ□グ音声を録音します。 


MD レニ]-ダー 




本体内部での映像信号の流れ 

接続する場合には、お手持ちのモニター（テレビ）の映像入力端子 ( IN ) のお状に 
合わせてケーブルを選択し、正しく接続してください。 



D 4 VIDEO 端子について 

本機の D 4 VIDEO 端テには、 D 1 から D 4 までの規格の機器を接続できます。 
接続する機器の取扱説明書をあわせてご覧ください。 

※取扱説日月書の20ページ、71ページを参照 


ビデオコンバージョン機能について 

本機では VIDEO 入力端子に入力された信号を 、 VIDEO M 0 MT 0 R OUT 端子と、 
S VIDEO MONITOR OUT 端テのどちらからでち出力でさるよラになっています。 

. 「OPTION DISPLAY SET 」 の 「V CONV 」 び ON の時のみ 

※取扱説明書の巨0ページを参照 


' > 

音声信号を切り替える 

デジタル音声信号とアナ□グ音声信号を同時に入力した場合、デジタル音声 
信号び優先されます。入カモードを切り替えて、優先順位を逞んだり、特定の 
信号に固定することびできます。 

※取扱説日月書の33ページを参照 

L -i 


端子の割り当てを変更する 

背面の 「 COAXIAL/OPTICAL (デジタル音声入出力)」端テや 
「04 VIDEO (ビデオ入力)」端子には、あらかじめ機器名称び割り 
当てられていますび、表示されている名称 L ソ外の機器を接続したい 
場合に、 I/O ASSIGN の機能で端子の割り当てを変更することび 
でさます。 

※取扱説日月書の己9ページを参照 

例： CD 入力端子 （ COAXIAL タイプ）に 
DVD プレーヤーを接続する場合 

DVD プレーヤーのデジタル音声出力端子び COAXIAL タイプ 
の場合、本機の 「DIGITAL INPUT COAXIAL 」( CD ) 端子に 
接続し、割り当てを変更します。 

10 COAXIAL IN (己) . CD を 

ID COAXIAL IN (已） . DVD に変更します。 

DVD プレーヤーを楽しむには、本機の INPUT セレクターまた 
は U モコンの入力逞択キーで 「 DVD 」 を選択します。 







































































































































































































































































































































































































































































































